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要約

I.案件宅:ゲナレ･ダワ.ウ=イブ河農業開発計画

国名:エチオピア人民民主共和国

担当機関:エチオピア峡苓開発公団

1.背景

エチオピアの経済に於いて農業部門の占める比重は高く､また近年頻発する飢餓の解消は同国の最

優先課題の1つである｡そのため政府は肥沃な土地への集団定住政策を推進しており､なかでも南部

地域を流れるゲナレ･ダワ･ウェイブの3河川流域は優先地区の1つとして挙げられている｡

さらに､ 1986年12月に同流域の事前調査が同国水資源開発公団(Water Resources pevelopment

Authority)によって行なわれており､同洗域には水力発電の能力が約30億kWHまた藩政可能地が約20

万ヘクタール存在することが明らかにされている｡,

2.計画概要

(I)対象地域

シダモ(Sidamo)州､バレ(Bale)州を南ーFするゲナレ･ダワ･ウェイブの3河川流域｡

(2)計画内容

本計画の目的は同洗域を対象として､ゲナレ･ダワ･ウェイブの3河川を水源とした近代的な藩政

農業を導入すると共に､農村生活基盤整備等も含めた所謂､総合農村地域開発整備を行なうものであ

る｡計画地区の基礎データも乏しいことから､その前段階として発電その他､農業以外の部門も含め

て,流域全体計画(マスタープラン)を策定する必要がある｡本計画は対象地区が非常に広大であり,

更に調査対象項目も広範多岐にわたると考えられることから､段階的な計画策定を行なうことが望ま

れる｡

3.総合所見

本流域は同国でも最も低開発地域であり-､農業生産も牧畜業に偏っている｡降雨量も少なく､不安

定なことから豊富な河川水を水源にした潅概農業技術を普及することが同国の直面している食糧問題

解決の一助になると考えられる｡
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”.案件宅:アルシ･ Jiレ州総合農村地域開発計画

国名:エチオピア人民民主共和国

担当機関:農業省

1 背景

エチオピア政府は､ 1984年に策定された｢10ケ年展望計画+に従い､国の南東部に位置するアルシ

(Arsi)
,バレ(Bale)両州(Region)における食糧自給体制の確立を目指し､更には首都圏への食

糧僕給地として開発する為､ 1987年にその資金･技術援助をイタリア政府に依頼した｡イタリア政府

はこの依頼に基づき､現地調査及び開発計画の策定を1988年に開始し､ 1989年10月に完了したが､そ

の実施資金を急速東ヨーロッパ援助に切り替え､事業は中断されている｡

2.計画概要

(1)対象地域

調査対象地域はアルシ州全体及びバレ州北部の合計58,00Okm2である｡

(2)計画内容

本計画の目的はアルシ､バレ両州を対象に､生活基盤の向上､近代農業の導入､農業生産性の向上

等を通じて､総合的な農村地域振興を図ることにある｡計画の策定にあたっては､開発計画が広範多

岐にわたっていることから以下の段階的な計画策定が必要と思われる0

第1段階; 上記対象地域に於ける適地選定及び総合農業開発の全体計画策定

第2段階; 優先地区約5,000haの選定及び総合農業開発計画策定の為のフィージビリティ

調査の実施

3.総合所見

アルシ､バレ州総合農業開発計画地区はエチオピア国内でも最も開発ポテンシャルの高い地域の1

つであり､首都圏に近いことと相侯って､首都圏への重要な食糧供給地として早急な事業実施が望ま

れている｡
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Il].案件宅: PK-20国営農場整備拡充計画

国名:ジブティ共和国

担当機関:大統領府

背景

ジプティ共和国政府は同国の限られた6,000haの可耕面積に対して集約的な潅就農業を行ない､そ

の可能性を最大限に引き出し､食糧自給率を高めることを農菜開発の基本方針としている｡まづ､そ

の手始めとして同国政府は将来の農業開発の核になるべき農業技術者及び研究者の養成を図ると共に､

近代農業技衝の研究･普及を目的とし､大統領命によって1981年にPK-20国営農場を建設したが､現

在､同農場は潅瀧用水の水源である深井戸の揚水量の不足及び､揚水ポンプの不足等によって存亡の

危機に瀕しており､その復旧及び施設の整備拡充を､日本政府の援助で行なわれることを希望してい

る｡

2.計画概要

(1)対象地域

ジプティ有の南軌6kmに位置する140ba (実質LOOLla)のPK-20国営農場o

(2)計画内容

現況のPK-20国営農場を農業研究､展示農場､技術者養成機関として充分な機能を発揮させるため

には､次の様な復旧及び施設の拡充が必要である｡

1)井戸､揚水ポンプ､ピボッ トマシン､ドリップ藩政等の藩政施設の復旧及び拡充

2)圃場整地作業

3)幹線農道の舗装

4)自動車､農業機械及び視聴覚機材､試験室機材の購入

5)現況運営組織の強化

また､本国営農場整備･拡充に係る経費はおおよそ249万ドル相当と見積られる｡

3.総合所見

同国に於いて､農業藤倉開発を行をう為には摩めて技術助に高度をものが必要と/P.われ､それには

まず､人材育成,技術力の蓄積が肝要である｡また､大規模農業絵合開発を行なう為には､その前に
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全国的な水需給スタディーを実施する必要がある｡これらの事情を考えれば､国営農場拡充計画に対

する援助は､現在の同国の農業開発段階に極めて合致しているものと思われる｡
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緒言

本報告書は､ 1990年6月4日より同月23日までの20日間にわたって実施した､エチオピア人民

民主共和国並びにジプティ共和国に係る下記3案件の事前調査の結果をとりまとめたものである｡

エチオピア人民民主共和国

ゲナレ･ダワ･ウェイブ河農業開発計画

アルシ･バレ州総合農村地域開発計画

ジプティ共和国

pK-20国営農場整備拡充計画

本調査は､社団法人海外農業開発コンサルタント協会(ADCA)から派遣された日本工営(秩)

富田俊宏(団長/農業開発)
､中牟田亮(潅概計画)の2名によりAustralianAgriculturalConsulting

and Management Company PLY. Limited (AACM)社長Mr. Philip M. Young (農業/農業経済)の協力を

得て実施された｡団員経歴は添付資料-1に示した｡また､調査団の工程を添付資料-2に､接触し

た関係機関及び面談者を添付資料-3に､その面談内容を添付資料14にそれぞれ示した.

調査団は､現地調査､資料及び情報収集を行なうにあたり､在エチオピア国日本大使館並び

に在パリ日本大使館ジブティ担当官､エチオピア国並びにジプティ国政府諸機関の全面的な協力を得､

初期の計画通りに成果をあげることができた｡これらの関係機関に対して､深い感謝の意を表するも

のである｡
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エチオピア人民民主共和国編

第1章 エチオピア人民民主共和国の概要

1.1
一般概況

エチオピア人民民主共和国はスーダン､ケニア､ソマT)ア及びジプティの諸国と国境を接するアフ

1)カ東北部に位置する国で､北部で紅海に而しているo その国土面積は122万km2で､その大部分は

標高1,500mを越える高原である｡高原中央部を南北にリフトバレー(Rift Valley)が縦断し､その

東部が東部高原及びソマリ台地､西部がエチオピア高原と呼ばれる｡

気温は主として高度によって変化する｡エチオピア高原･東部高原の大部分の地域は寒冷で､気温

変動は比較的少ない｡紅海､アデン湾に沿った地域は最も高温で気温の変動が大きい｡気温の年変

化は高地等の大部分の地域で春の気温が最も高く､夏は比較的涼しく､秋は移行期で夏よりも低温

で冬は最も寒い｡

年平均降雨量は､一般的にエチオピア高原の南西地域が2,00Omm以上と最も多く､その地域から北

部及び東部の遠隔地に行くに従い減少する｡エチオピア高原と東部高原では950mm以上の平均年降

雨があり､天水依存農業が行なわれる｡両高原からリフト･バレーへの急斜面,リフト･バレー､

エチオピア高原の西部に位置するスーダン低地は平均年降雨量450mm以下の地域である｡又､北部

エリトリア(Eritrea)､ダナキル(Darlakil)砂漠の一部の地域は平均年降雨量150mm以下の乾燥地域
である(図- 1エチオピア等雨量線図) ｡全般的傾向として､エチオピアの大部分の地域において､
乾期の降雨量は年毎の変動が激しく､近年の同国における飢餓は記憶に新しいところである｡

エチオピアの中央地域は､玄武岩等の火成岩の風化によってできた肥沃な赤色･黒色のロームであ

り､農業､特に穀類の耕作に最適な土壌である｡しかしながら､侵食による土壌流亡が激しく､そ

の保全が問題視されてきている｡

エチオピアの人口は､国勢調査が実施されず正確な統計は得られないが､世界銀行(wbrldBank)の

調査によれば､ 1988年現在で約4､730万人で､人口増加率は最近10ケ年で2.9%と推定されている(秦
-

1エチオピアの県別人口) ｡農村人口は総人口の9苦りを占め､その大部分は高地で零細農業に従事
している｡また都市人口は約1割で年々増加の傾向にある｡ 1988年現在の一人当たりのGDPは約125

ussと､アフリカの最貧国の一つである｡

輸出の約9割を農産物が占め､品目別ではコーヒー(約60%)
､皮､皮革製品(約10%)などであ

る｡工業製品輸出として重油などの石油精製品がある｡貿易収支は慢性的な赤字基調にある｡ 83年

の干魅による食糧輸入の激増に伴い貿易収支赤字は拡大の一途をたどった｡しかし､ 86年に入り､

主要輸出品であるコーヒーの価格が上昇し輸出は上向きとなってきている｡貿易収支並びにその内

訳は､次図に示される通りである｡また､エチオピアの品目別輸出入高の推移は表-2及び表-3に示

される｡
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貿易収支並びにその内訳

輸入 (総額 2,275百万ビル)
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出典:関税事務所調べ､ 1988年

農業は､エチオピア経済における基幹部門であり､農業部門の国内総生産(GDP)への寄与率は約

39% (1988/89年)程度になる｡次回に､近年におけるGDPの伸び率及び､その農業部門の割合の経

年変化を示す｡

国内総生産(GDP)における農業部門の割合

(百万ビル)

14,000

12,000

10,000

G

D

p

8,000

6.000

4,000

2,000

0

その他の

部門

農業部門

1974〝5 1 979/80 1 984/85 1 988β9

同国では､ 122万km2の国土面積の7割を占める約8,400haが可耕地であるとされているが､その10%

にも満たない600万haが実際に耕作されているにすぎをい｡その大部分は､標高1,500m以上､年降雨

量800mm以上の高地に位置し､天水依存農業がなされている｡また､その所有形態は､次表のとお

り､ 3形態におおむね区分される｡
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項目 面積

(千ヘクタール)

比率

零細農家

生産者協同組合

国営農場

5,426 90.3 %

352 5.9 %

225 3.8 %

J&;t
6,003 100,0 %

エチオピアの主要農産物は､テフ(Teff)
､メイズ(M由ze) ､小麦､ソルガム(Sorghum) ､大麦

等の穀物､豆類､油性作物､及び綿､サイザル麻､コーヒー､タバコ等の輸出用作物がある｡中でも､

テフはサバンナ農耕文化の主作物であり､インジイう(むしパンの一種)に利用され､エチオピアで

は主食となっている(義-4 主要作物生産量及び､表-5 主要作物耕作面積) ｡

また､エチオピアでは約7千5百万頭の牛､ラクダ､羊､山羊等の家畜が飼育されており､アフリカ

最大の牧畜国である｡

近年の異常干魅や内乱によって類発している飢餓の解消は同国の最優先課題であり､そのため､同

国政府は肥沃な土地への集団定住政策を始めとする農業基盤整備を実施または計画しており､その資

金及び人的援助を広く国外へ要請している｡

1.2 農業開発計画

現行の10ケ年経済開発計画(1984/85-1993/94年度)の中で農業開発計画はその骨子を構成するも

ので(1)食糧自給率の向上､ (2)農地のリハビリテーションが主たるものである｡ 1986/87-1988/89年

の3ケ年計画では､農業を最も重視し､開発投資額全体の約3分の1を配分し､ (1)農村の集団化､ (2)

農業基盤の整備に力点を置くとしており､計画概要は以下の通りである｡

′

(1) 農村集団化計画

農村集団化計画は協同組合化推進の一環として85年末から開始されたもので､散居する個人農家

を200-400単位で集め､新たに1つの農民区(耕地面積約800ヘクタール)をつくり､農業技術

の普及､公共サービスの充実などによって生産性の向上を目指すものである｡同計画は農民の約

5割を対象とし､移民距離として約5キロを原則としているが,なかには100キロに及ぶ例もあっ

た｡また､住宅などインフラの準備もないまま半ば強制的に実施されたことから､西側諸国から
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非難を受けている｡援助国のなかには､ ECのように､同計画の見直しを援助条件とするケース

もでてきている｡農業省によれば､農業生産力が高い南西部7州については､ 90%集団化を終了

したとしている｡

(2) 農業基盤の整備

現在の耕地は約600万ヘクタールで､国土の7割を占める約8,400万ヘクタールの可耕地の10%にも

満たない｡そのほとんどが天水に依存するぜい弱な基盤の上に営まれている｡港概農業が可能な

約300万ヘクタールのうち､現在の藩政面積は約10万ヘクタールにすぎない｡そこで､政府は､ 3

ケ年計画で､農地のリハビリ､小規模藩政の推進により生産力の回復を目指している｡

具体的には､ 14州200県から全体の3害(18こ当たる農業ポテンシャルの高い地域を対象に､(1)肥料･

農薬等資材､ (2)施設･道路等生産基盤の整備､及び､ (3)森林資源の保護など､給合的かつ集中

的な投資を実施する計画である｡政府はこの所要資金約20億ドルのうち､約繕けを援助で賄うと

している｡

このような計画にもかかわらず､ 87年には再び干魅に見舞われ､飢餓が広がっている｡今回の干

魅の被害は､ほぼ全域で壊滅的状態となった84/85年とは異なり,エリトリア州やチグレ(TigTay)

州など､北･東部に被害が集中し､食糧援助必要量は132万5,000トンに達した｡
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第2章ゲナレ･ダワ･ウェイブ河農業開発計画

2.1 計画の背景

ここまで述べて来たように同国の経済に対して農業部門の果たす役割は重大で且つ､近年頻発する

飢餓の解消は同国の最優先課題の1つである｡そのため同国政府は肥沃な土地への集団定住政策を推

進しており､なかでも同国の南部を流れるゲナレ･ダワ･ウェイブの3河川流域は優先地区の1つとし

て挙げられている｡

さらに､ 1986年12月に同流域の事前調査が同国水資源開発公団(Water
Resources Deyelopment

Authority)によって行なわれた.その結果､同流域には水力発電の能力が約30億kWEまた藩政可能地

が約20万ヘクタール存在することが明らかにされたo

2.2 計画地区の概要

本計画地区は首都(AddisAbaba)より南方のケニア･ソマリア国境沿いに位置するシダモ(Sidamo)

州､バレ(Bale)州の南部2州の低地部にあるoシダモ州の州都アワサ(Awasa)及び､バレ州の州都

ゴバ(Goba)はいづれもそれぞれの州の北部の高地部に位置する｡ 1988年の世界銀行による人口調

査によれば､シダモ州の総人口は約424万人でそのうち都市人口は約27万人､農村人口は約397万人で

ある｡一方バレ州の総人口は約113万人でそぁうち都市人口は約8万人､農村人口は約105万人となっ

ている｡

ゲナレ･ダワ･ウェイブの3河川はそれぞれ同国の高原部に源を発し､ケニア､ソマリア国境に続

く緩やかな斜面を南東方向に流下し､エチオピア･ケニア･ソマリアの3国国境が接する地点で合流

する.その流域面積は約168,000km2でシダモ､バレの2州(Region)のほぼ全域をカバーしているo 3

河川の合流地点での年平均流量は約70億m3/年と豊富にもかかわらず､この流域は未だ低開発のまま

であり､また､その水資源を始めとする土地資源､その他天然資源の開発の為の基本調査も行なわれ

ていない状況である｡

流域の中でも､海抜1,500m以上の高原部は比較的降雨量も多く､役牛を利用する農耕と午,羊等の

家畜を飼育する混合農業を行なっている｡特に海抜1,500m以下､年平均雨量が600mm以下の低地部
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では遊牧または半遊牧の生活を営んでおり､農耕は余り盛んでないと思われる｡現在､シダモ､バレ

2州の主要農産物はエチオピア全体のシェアのそれぞれ3%を占めるにとどまっており､その内訳は以

下に示すとおりである｡

州別主要農産物の生産量

(単位:トン)

作物 シダモ州 バレ州 エチオピア全体

穀物

テフ

大麦

小麦

メイズ

ソルガム

その他

1,455 444 101,405

2,434 10,132 66,500

894 3,710 46,202

8,036 421 84,605

1,021 98 70,595

18,883

+､計 13,840 14,805 388,190

豆類 1,316 1,328 52,842

その他 143 7,647

%if 15,156 16,276 448,679

エチオピア農業省及び中央統計局調べ(197611978年平均)

シダモ州ではメイズの栽培が同国内のシェアの約10%､またバレ州では大麦が約15%を占め､主要

農産品となっている｡また､シダモ州ではいんげん豆とエンセンテ(アビシニア･バナナと呼ばれる

バナナに似た作物)の生産が盛んであると言われている｡収量に関してはどの作物に関しても1ヘク

タール当たり1トン以下と極めて粗放農業であると言える｡また､両州の土地利用状況はおおむね下

記の通りである｡

農地 牧草地 森林 その他

シタモ州 6.8% 55.5% 4.4% 33.3%

バレ州 2.7% 56.4% 6,6% 34,3%
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2.3 開発計画

2.3.1 開発基本構想

本計画の目的は同国のシダモ､バレの南部2州を流れるゲナレ･ダワ･ウェイブ河流域を対象とし

て､これらの河川を水源とした藩政農業を導入すると共に､近代栽培技術の移植を図り農業生産性を

向上させることにある｡また､既存農村基盤自体も脆弱であることから､農村生活基盤整備等も含め

た所謂､総合農村地域開発整備が必要である｡現時点では､エチオピア政府により計画位置図に示す

ような8つの農業開発可能地域がリストアップされて来ているが､同流域に関する情報も未だ限られ

ており､発電その他､農業以外の部門も含めて､流域全体計画(マスタープラン)を策定する必要が

ある｡全体計画の調査目的は概ね以下の通りである｡

(1) 流域の中から農業部門及びその他部門について､開発の可能性が高い地域を抽出する｡

(2) 開発の可能性が高いプロジェクトを対象に優先順位を確認し､その流域開発戦略を政府の政

策を考慮しながら策定する｡

2.3.2 調査対象地域

本計画の調査対象地域は本流域内の､耕作適地20万ヘクタールを含むものとする｡

2.3.3 開発計画策定手法

本計画は対象地区が非常に広大であり､更に調査対象項目も広範多岐にわたると考えられること,か

ら､以下の3段階による計画策定を行なうことが望まれる｡

第1投階;

第2段階;

上記対象地域に於ける航空写真の撮影及び地形､気象水文､地質､社会及び

農業経済､既存潅概排水施設､既存水力発電施設等の情報収集とそれに係わ

る分析を行なう｡

測量及び気象水文､地質､土質,地下水,土地利用､各種農業関係,包蔵水

力､建設資材及びその価格､道路網､その他､環境に係わる現地調査を実施
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第3段階;

し､農林業を始めとするダム･水力発電､輸送及び環境等に係わる概略計画

を策定する｡

前段階の結果を基に更に詳細な調査を行ない､技術的･経済的な優先順位づ

けを経て､全体計画書を作成する｡

上記､全体計画策定の為の作業計画書(莱)は添付資料-6に示される通りである｡
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第3章 アルシ･バレ州総合農村地域開発計画

3.1 計画の背景

エチオピア政府は､ 1984年に策定された｢10ケ年展望計画+に従い､国の南東部に位置するアルシ

(Arsi)
､バレ(Bale)両州(Region)における食糧自給体制の確立を目指し､更には首都圏への食

糧供給地として､これらの州で総合農業開発計画に取り組もうとしている｡周政府はこの開発計画に

おいて以下の6項目に重点を置いている｡

(1)小規模港耽施設の建設及び機械化農業の推進による農･畜産物生産基盤の近代化

(2)現存資源の保護と回復

(3)開発計画における農民の広範分野ヘの参加

(4)農民福祉の向上

(5) ｢草の根運動(Grassrootplans) +に対する組織作りとその自助運営の推進及びこれに係る

地方自治体の強化

(6)都市･農村部の格差是正

エチオピア政府は上記計画を実現すべく､ 1987年にその資金･技術援助をイタリア政府に依頼した｡

イタリア政府はこの依頼に基づき､現地調査及び開発計画の策定を1988年に開始し､ 1989年10月に完

了した｡この計画によれば､アルシ州で6地区､また､バレ州で3地区を選定し､パイロット事業をや

はりイタリア政府の資金援助で1990年より開始することになっていたが､同政掛まその資金を急速東

ヨーロッパ援助に切り替えた為､このパイロット事業は中断されたままになっており､この事業の実

施を国際横関または先進国からの援助に期待している｡

3.2 計画地区の概要

本計画地区は首都アジスアベバより南東130-250kmの間に点在し､行政的にはアルシ及びバレ両

州に属する｡アジスアベバより南東175kmに位置するアルシ州の州都アセラ(Asdla)は計画地区の

社会･経済活動の中心地であり､また､地方行政官庁の本部がこの都市に集中している｡アセラの南

20kmにはバレ州の州都ゴバ(Goba)があり両都市は砂利道で結ばれている. 1986-1987年の政府統

計によれば､これらの州における人口はアルシ州で150万人､バレ州で93万人となっており､そのう
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ち約8%Iま都市に住んでいる｡

計画地区は地形的に(a)海抜1,900m以下の低地､ o))1,900-2,似)mの温暖丘陵地､ (c)2,500m以上の寒

冷高地に大別できる｡地区内の年平均雨量は700-1,200mmであり地域により変化する｡この降雨量

の約70%は5月より1月までの雨期に降るo農業開発の水源としては､地区を流れるアワシュ(Awash)

川､ワベ(Wd)e) )1I､ウェイブ(Weyb)川､ウエルメル(Welmel)川があり,その水量はそれぞれ

以下に示す様に豊富である｡

(億トン)

河川名 年間流量

アワシュ 19

ワベ 57

ウェイブ 13

ウエルメル 35

本計画対象地区のアルシ州に於いては､その約35%､また､バレ州に於いては僅か4%カ号耕地として

利用されているに過ぎず､残りは放牧地として利用されているか､または森林､サバンナ性潅木で覆

われている.地区に於ける主要作物は小麦､大麦､テフ(Teff) ､トウモロコシ､モロコシ等の穀物

類が仝耕地の80%を占め,他は飼料作物(10%)
､油性作物(5%) ､その他の作物(5%)等である.

これらの単収は小麦; 1.04ton/ha､大麦; 1.13ton/ha､テフ; 0.57ton/ha､トウモロコシ; 1.50ton/ba､

飼料作物; o.7tor)nla､油性作物; o.55tonnlaと非常に低いo この主な理由として､

(1)作物生育期及び収穫期に於ける天候の不順

(2)冬季穀物栽培に頼った農業

(3)作付転換の未発達

(4)休閑地の増大

(5)種子増殖及びその分配システムの未発達

(6)農業生産資機材及び生産物の運搬に必要な道路網の未発達

(7)農業支援組織の未発達

等が挙げられ､これらの改善が強く望まれている｡
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一方､この地区では牧畜も盛んに行なわれており全農業生産高の35%を占めているo 1985-1986年の

政府統計に依ると､地区で飼育されている家畜両州合わせて牛; 343万頭､羊; 182万頭､山羊; 327

万頭,局;49万頭､鶏;740万羽となっている｡

3.3 開発計画

3.3.1 開発基本構想

本計画の目的はアルシ､バレ両州を対象に､生活基盤の向上､近代農業の導入､農業生産性の向上

等を通じて､絵合的な農村地域振興を図ることにある｡計画の策定にあたっては､国家政策との整合

性を図るとともに以下の点に留意する必要がある｡1

(1)小農の援助､若年層の土地定着奨励のため､これらの農民の意向を出来る限り取り込んだ

計画を策定する｡

(2)理想的な土地利用計画を策定するため､水資源､土地資源及び人的資源を充分調査する｡

(3)食糧自給率向上のため､食糧生産増大の方法を倹訂する｡このため､機械化､作付体系､

施肥技術､港概等近代農業の導入､農業支援組織の拡充を図る｡

(4)道路網､水供給､農村電化等の生活基盤整備を進めると同時に教育､社会福祉､保険医療

等の公兵施設計画も検討する｡

(5)全体として他の地域振興のモデルとなる計画とする｡

3.3.2 調査対象地域

調査対象地域はアルシ州全体及びバレ州北部の合計58,000km2であるo

3.3.3 開発計画策定手法

開発計画が広範多岐にわたっていることから以下の段階的な計画策定が必要と思われる｡

第1段階; 上記対象地域に於ける適地選定及び総合農業開発の全体計画策走
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第2段階; 優先地区約5,000baの選定及び総合農業開発計画策定の為のフィージビリティ

ー調査の実施

上記開発計画策定の為の作業計画書(莱)は添付資料-7に示すとおりである｡
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第4章捻台所見

上記開発計画はいづれも港概施設を作り農耕を行なうという単一的な開発と異なり､多くの要素(港

政事業､畑作､農村道の建設､農村ヘの給水､家畜･酪農産業,農民組織の設立および指導など)が

含まれた､総合農村開発プロジェクトであり､今までと違った幅広いサービスが要求されるo

現在､エチオピア政府は添付資料-8iこ示す様に優先プロジェクトを選び､実行中あるいは実行予定

であるが､なかでもゲナレ.･ダワ･ウェイブ河農業開発計画及びアルシ･バレ州総合農村地域開発計

画は以下のような理由から優先度が高いと思われる｡

ゲナレ･ダワ･ウェイブ川流域は､同国でも最も低開発な地域であり､農業生産も牧畜業に偏って

いる｡また､食糧輸送手段も未整備の状況で同地域の食糧事情の改善の為には､定住型の総合展村開

発が不可欠であると考える｡また､同地域の気象条件､特に少ない降雨量及びその不安定さから､同

地域の開発にはゲナレ･ダワ･ウェイブの3川からの豊富な水資源を利用した農業生産を行なうこと

が望まれる｡本洗域に於いては未だ開発の為の基礎調査すら着手されておらず､同国の食糧増産の緊

急性を考慮すれば､その早期実現が望まれる｡

アルシ､バレ州総合農業開発計画地区はエチオピア国内でも最も開発ポテンシャルの高い地域の1

つであり､首都圏に近いことと相侯って､エチオピア政府は首都圏への重要な食糧供給地として本計

画地区の開発に重点を置いている｡しかしながら､エチオピア政府は現在自国資金でこの計画を推進

しているが､資金･技術不足によりその進捗は思うに任せぬ現状である｡これらの事情を勘案すれば､

国際機関あるいは先進国の援助による早急な事業実施が必要となる｡
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ジブティ共和国編
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ジブティ共和国編

第1章 ジブティ共和国の概要

1.1 一般概況

ジブチイ共和国.は､アフリカ大陸北東部､紅海の出口､バベルマンデプ海峡の南側に位置し､面積

23,200km2､人口483,000人､人口密度21人化m2の小さな国である｡同国の北西部から南部にかけてエ

チオピアと､また､南東部はソマリアと国境で接しており､バベルマンデプ海峡を挟んで対岸には南

北イエメンがある.人口増加率は78年から87年の平均では約3.8%である.国土はアフリカ大地溝帯

内に含まれる為､起伏が激しく大部分が火山性砂漠である｡

気候は､ 10月-4月の雨期と5月-9月の乾期とに分けられるが､一年を通じて雨量が少なく､年間

雨量は約500mmである｡気温は乾期では特に7月が最も高く時として40oCを超える事もある｡降雨量

が少なく河川や淡水湖がないが､地形的にエチオピア高原からの地下水脈が豊富で､水源には他の乾

燥地帯に比べ比較的恵まれているo

1990年4月の統計資料によると､国内総生産(GDP)は6億600万ジプティフラン(約348万米ドル相当)

であり､実質伸び率は1985年以降僅かなマイナス成長が続いている｡ 1989年にはジブティ市人口の半

分が被害を受けた洪水により､経済はさらに縮小したものと考える｡国民総生産の約4分の1は電力･

水道･港湾･鉄道･空港･郵便等の16の公共企業によって産出されている｡また､ジブティ共和国国

家統計局によれば､農業部門のGDPに占める割合は僅かに2.2%iこ過ぎず､サービス部門が占める割

合が高い｡表･6に1983年から1986年までの同国のGDPの内訳を示す｡

1988年の貿易額は輸出の87億6,166万ジブティフラン(5,035万米ドル)に対して､輸入は621億

1,350万ジプティフラン(3億5,697万米ドル)と､輸入額は輸出額の7倍強に達している｡これは､

輸出品として食料品､家畜以外にめぼしいものがない反面､輸入は穀物､繊維､石油製品､機械･電

気製品等多額にのほるためである｡特に穀物は全て輸入に頼っており､総貿易額の20%にも達してい

る｡主な貿易相手国は､輸出では北イエメン､ソマリアなどで､輸入ではフランス､バーレーンなど

である｡

貿易外収支として､近隣諸国の港湾施設､鉄道などのサービス業による収入や､海外諸国からの
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移転収入があり黒字となっている｡これに海外からの借入れによる資本流入が加わり,総合収支では

ほぼ均衡させる政策をとっている.財政支出の約40%､ GDPの約25%を海外援助に依存しており､ 87

年末の対外債務残高は1億8,100万ジプティフラン(1糾万米ドル)となっており､これはGDPの1β近

くに相当する｡

ジプティ共和国の農業は､可耕面積が6,00Obaと国土の0.3%以下であり､また水源である地下水の

開発が遅れ､ 1989年までに僅かに600haの農地が耕作されているに過ぎない.主要栽培品目はトマト､

メロン､玉ねぎ､すいか､ピーマン等の果物･野菜が中心で､それぞれの生産高(1986/87年)は次

表に､地域別の栽培面積､農場数及び生産量は表-7に示す通りである｡

(単位:トン)

品目 生産高

トマト 1,100

メロン 100

玉葱 80

すいか 70

その他 450

合計 1,800

また､近年の同国の農業生産高の推移を次図に示す｡

ジブティの農業生産高の推移

(トン)

2,000

1,000

0

78〃9 79/80 80/81 81/82 82β3 83/84 84/85 85β6 86β7

(年度)
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その他､羊､らくだ､牛等が飼育されており､国内の食肉用あるいは皮革として輸出されている｡ま

た､漁業開発については政府の方針としてエビ､カニ､マグロなどの開発に力を入れ､ 90年までに

年間漁獲高1,200tonを目標としているが､ 87年時点では427tonに留まっているo開発の遅れの理由と

して､魚を淡泊源として食べないという食生活上の習慣に起因する国内需要の伸び悩みが挙げられ､

輸出市場の開拓が必要である｡

1.2 農業開発計画

ジプティ共和国の農業開発はこれまで述べてきた様に､極めて限られた水資濠､土地資源及び厳し

い気象条件の下で､いくつかの方向を模索している｡現在､国家開発計画省では1990年-2000年の10

ケ年間農業開発戦略案を作成中であり､それによれば農業開発に係わる以下の戦略を提言している｡

(1)食糧自給率を10%にまで高める｡

(2)国内農業生産物に対する市場を最大限に開拓する｡

(3)農業に係わる物理的環境を地下水開発､排水､植林､施肥等によって改善する｡

同国の農業開発はまず農業の為の水資源の開発すなわち､地下水開発が第一段階である｡このため､

フランス,イタリア､サウジアラビア､国連等の援助または自国資金によって､地下水探査プロジェ

クトを行なっており､ 1977年から1987年までに105本のボーリング調査を行ない83本の開発可能性を

確認した｡近年､これらの調査をもとに井戸の建設が始まると同時に､水需給計画策走の必要性も高

まって来ている｡
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第2章 PK-20国営農場整備拡充計画

2.1 計画の背景

ジプティ共和国政府は限られた6,000haの可耕面積に対して集釣釣な藩政農業を行ない､その可能

性を最大限に引き出し､食糧自給率を高めることを農業開発の基本方針としている｡まづ､その手始

めとして同国政府は将来の農業開発の核になるべき農業技術者及び研究者の養成を図ると共に､近代

農業技術の研究･普及を目的とし､大統領命によって1981年にPK-20国営農場を建設した｡同農場は

主に次の様な活動を行なっている｡

a)同国の気象,土塊条件に合った作物の選定

b)病虫害防除及び除草のための品種試験､栽培試験及び殺虫剤､除草剤の試験

¢ 様々な作物､果物に対する用水量の計測､輪番港概試験等

ゆ 将来の港概農業開発のための展示活動

¢ 農場で栽培される飼料を用いた家畜飼育試験

D 農場内の土塊及び水の化学特性の年変化の分析

g)土塊､藩政､栽培､農業機械､農業経営のそれぞれの技術者及び研究者の養成

現在､同農場は潅概用水の水源である深井戸の揚水量の不足及び､揚水ポンプの不足等によって存

亡の危機に瀕しており､その復旧及び施設の整備拡充を､日本政府の援助で行なわれることを希望し

ている｡

2.2 計画地区の概要

現況のPK-20国営農場はジプティ市の南西16kmに位置する140ha (実質100ha)の農場である.調査

位置図に示す様に､国道1号線がジブティ市と同農場の間を結んでいる｡この農場は北側を国道1号線

で南側をワジ(雨期以外には水が無い川)で囲まれている｡その地形は南側に平均勾配1/200程度の

平らな斜面で海抜145mである｡

農場近傍の気象は半乾燥地帯に区分され､季節は概ね5月から10月までの非常に暑いシーズンと､ 2

月から4月までの比較的涼しいシーズンの2つに分かれる｡同農場において1988年2月から1990年5月ま
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でに得られた気象データによれぼ､同地区の平均年降雨量はおよそ340mmで､その9割は前述の比較

的涼しい季節に降る｡年間の平均気温の変動はかなり大きく､ 12月の24℃が最低で, 7月は40℃の最

高月平均気温になる｡

また､土壌は粘土質シルトまたはシルト質粘土であり土層厚は1-3mであり､玄武岩状の玉石がか

なりの密度で散在している｡この土壌はカリ化合物は適度に含んでいるが､燐については平均より低

めである｡

地区内に必要な水は全て地下水より得られる｡地区内の8つの既存深井戸から得られたデータによ

れば､帯水層は地表より90-100mのところで見いだされ､その厚さは20-30mである｡また､直径8

インチの既存井戸の揚水量は毎秒12-15リットルで､揚水中の塩分含有量は1,00Oppmとかなり高い｡

2.3 国営農場の現況

以下のような施設及び機材が現在までに整備されている｡

(∫)圃場

a)農場

b)試験圃場

¢ 苗床

d)乾燥場

(2)藩政施設

a)深井戸(深さ140-170m)

b)農業用貯水池

¢ ピボットマシン

ゆ スプリンクラー

e)貯水タンク

(3)建築物

a)事務所(4部屋)
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70ha

30ha

2.8ha

0.29ha

8本

3ケ所(合計10,000m3)

5台

1台

1ケ所(200m')

123m3



b)訓練センター､講義室､実験室他

¢ 宿泊所

d)修理工場

¢ 牛小屋

D 羊小屋

由 倉庫他

(4)機械

a)自動車

b)バス

c) #%**

ゆ トラクター

¢ 耕束機

300m3

215m)

450m3

370m)

290m】

312m3

3台

1台

2台

2台

1台

本農場ではこれまでに藩政用に8本の井戸が掘削されたが､現在､次の様な問題を抱えている｡

(1)地下水温が60℃と高いこと｡

(2)地下水の塩分濃度が1,000ppmと高いこと｡

(3)揚水送水パイプが腐食の為､ポンプと共に井戸の中に落下して井戸を閉塞している(2本) 0

(4)井戸の生産量が不足している(2本) ｡

この結果､現在､ 8本の井戸のうち4本が使用不可能となり､藩政用に運転を行なっているポンプは

僅かに1台に留まっており､その揚水量は毎秒12リットルである｡また､揚水ポンプは国道1号線に沿

った送電線から供給される電力によって運転されている｡

pK120国営農場は平面図(図-2参照)に示すように､揚水ポンプから汲み上げられた水はパイプラ

インを通って主貯水池に運ばれる｡潅瀧用水は主貯水池から冷却装置を通り副貯水池に貯められる.

冷却された藩政水は副貯水池から2本のパイプラインでピボット･マシン圃場及びその他わ農場に供

給される｡現在､ピボット･マシンは揚水量不足の為､ 1台しか稼働していない状況である｡

本農場では過去に､じゃがいも､ひまわり-､菜種､メイズ､ミレット､砂糖きび､ごま､その他､

いね科あるいは豆科の牧草､果物等様々な作物が試験栽培されていたが､現在､試験栽培されている
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作物は下記の様になっている｡

(a)いね科牧草

o))ホホバ(油性作物)

(c)豆科牧草

繊 柑橘類

(e)トマト､キャベツ､その他の野菜

15ha

lOha

3ba

lha

l九a

また､家畜の飼育は1985年に開始され､現在､牛が120頭､羊が160頭飼育されている｡これらの家

畜は農場内で収穫される飼料または時には市場で得られる飼料によって飼育されている｡本農場は大

統領府によって直接運営されており､その予算も大紋領府の予算から支出されている｡国営農場の現

在の要員は作業員も含めて52名となっており､その組織系統は次図のとおりである｡

国営農場の現況組織図

PROJECT MÅN^GER

CIVIL上NGIN二ヒヒRING

DEPÅRTMENT

GAKAGJi AND

MAmNANCE
DEPjuTMEm

2.4 国営農場の復旧及び施設拡充計画

^GJtlC U LTU R1三

DEPARTMENT

SJiClllON A SJiCTION I) S上土Cl110N C

GENERAL

SERVICE
DEPARTMENT

現況のPK-20国営農場を農業研究､展示農場､技術者養成機関として充分な機能を発揮させるため

には､現況施設の一部が壊れており､また､機材の不足も見られるので､かなりの復旧及び､施設拡

充が必要となる｡具体的に次の様な復旧及び施設の拡充が必要である0

(1)井戸の建設

港放水を充分僕給するためには6本の井戸が必要であるo現況では4本の井戸が使用可能であ
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るので､少なくとも2本の井戸の建設が必要である｡直径は8インチ､深さは150m程度と見積

られる｡それぞれの井戸には管理室が必要である｡

(2)揚水ポンプの設置

前述のように当農場に於いて現在稼働中の揚水ポンプは1台だけで､ 4本現存している井戸の

内3本は揚水ポンプが設置されていない｡新規建設する2本の井戸を含む合計6本の井戸に対

して予備を1台考慮し､ 6台の揚水ポンプを新規購入し､現有の1台と合わせて合計7台とする｡

ポンプの仕様は､毎秒12リットル､ 30kWのモーターで稼働するものとする｡

(3)藩政水冷却装置の修理

藩政水冷却装置はこれまで主貯水施設と副貯水池の間に設置されていたが､これまでにその

圧力ポンプは取り外され､長い間放置されていた｡そのため,ポンプ室の建設及び25kWの圧

力ポンプの設置が必要である｡

(4)ピボッ トマシンの修理

5台のt:.'ポットマシンの内1台のみしか使用されておらず､残りの4台は未使用のままであ

る｡これら未使用のピボット･マシンの車輪についてはある痕度の修理が必要であると思わ

れる｡

(5)ドリップ港概施設の建設

現在､ 10baのホホバ(油性作物)の栽培には､近傍の給水栓よりビニール･パイプによって

藩政を行なっている｡しかし､ここでは7.5kWの電気モーター圧力ポンプを貯水タンクに設

置し､ドリップ港瀧施設を建設する必要があると考えられる｡

(6)ピボット･マシンに対する圧力ポンプの設置

ピボット･マシン用に4台の電動圧力ポンプが設置されていたが､その内3台は既に使用不能

となっており､ 1台が稼働しているのみである｡そのため､これらのポンプを2台の37kW電動

ポンプに取り替え､ピボット･マシン及び貯水タンクに水を供給する｡

(7)整地作業

農場の釣40%Eま微小な高低があり､玄武岩の玉石で葎われている｡能率的な農作業の為､農

地の均平､玉石の除去が必要である｡
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(8)幹線農道の舗装

幹線農道はPK-20国営農場の正門から4号井戸までの間に設けられており､その延長は3kmで

ある｡この農道を帽5mでアスファルト舗装する｡

(9)自動車及び農業機械の購入

能率的かつ効率的な農場運営のためには､次の様な自動車及び農業機械が必要である｡

a)自動車

b)干し草梱包機

¢ 牛乳搾り器具

ゆ ビニールシート

e)既存機械に対するスペアパーツ

D 自動車及び農業機械の購入

3台

1基

1セット

2,000m2

一式

一式

(8)視聴覚機材及び試験室機材の購入

教育･訓練の為に視聴覚機材を購入する｡さらに､水質試験･土塊の化学試験の為の試験機

材を中央訓練所付属の試験室に装備する｡

2.5 現況運営組織の強化

現況のPK-20国営農場の組織及び要員配置は､将来の農場の維持管理を行なう為には不十分であり,

組織及び要員の強化が必要である｡その強化の為にプロジェクトマネージャーの下に､新しい訓練及

び試験室の為の部門を設置する｡現在の土木部(Civil Engineering Department)と修繕及び車庫部

(Garageand Maintenance Department)は技術部(Engineering Department)に競合し､その下部組織と

して設計･建設課(Design and Construction Section) ､運転課(Operation
Section)及び､修繕課

(Maintenance Section)を設置するo さらに､これらの組織改正に加え､現在の農業部(Agricultural

Dqpartment)の下に農場課(Pilot and Demonstration Farムsection)
､農業研究課(AgriculturalResearch

section)及び畜産課(Livestock Section)を設置し､組織を効率的に運用する｡上記提案事項を図式

化すれば下図の通りとなる｡
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国営農場組織図(莱)
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2.6 プロジ工クト費用

本国営農場整備･拡充に係る経費はおおよそ次表の様に249万ドル相当と見積られる｡
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項目 金額

(千rル)

(1) 井戸建設費 130

(2) 揚水ポンプ購入･設置費 720

(3) 潅瀧永冷却装置修繕費 5 0

(4) ピボットマシン修理費 30

(5) ドリップ潅瀧横購入･設置費 520

(6) 圧力ポンプ(潅瀧施設)購入･設置費

(7) 整地費

(8) 幹線道路舗装費

110

50

200

(9) 自動車･農業機械購入費 160

(10) 視聴覚.試験室機材購入費 180

小計 2,150

(10) 技術経費 220

(10) 予備費 120

合計 2,490
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第3章総合所見

同国に於いて,農業総合開発を行なう為には極めて技術的に高度なものが必要と思われ､それには

まず､人材育成､技術力の蓄積が肝要である｡また､大規模農業総合開発を行なう為には､その前に

全国的な水需給スタディーを実施する必要がある｡これらの事情を考えれば､国営農場拡充計画に対

する援助は､現在の同国の農業開発段階に極めて合致しているものと思われる｡

また､英文の援助計画書(AidProposal)を添付資料-9に示す｡
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付表･付図



秦-1 エチオピアの県別人口

計 都

州名 男性 女性 計

←+
l

-

那 す吾β

男性 女性 計 男性 女性 計

A柑Si

B ale

Gamo Go fa

bjj am

Gonder

Eritrea

蜘ge

llubabor

Keffa

Shewa

S血mo

Tigray

Wellege

Welo

Asseb Administration

Addis Ababa

合計

924,353

557,800

697,168

1
,819,736

I
,660,758

1,465,510

2,36S,076

5 30,460

1
,373,390

4,5(光,839

2, 130,724

1369,860

1
,369,381

2,022,36 I

51,129

783
,208

936,253

568
,897

698,163

1
,812,540

I
,609,682

I
,472,603

2,2S9,783

547,848

1 367,383

4,553
,078

2,111,103

1,331,(冶1

1,40l,217

2,053,598

50,223

871,119

1
,860,6u

1
,126,697

1,395,331

3
,632,276

3
,270 ,440

2,938,1 13

4,657,859

1
,078,308

2,740,773

9,059,917

4,24 1
,827

2,700,92 1

2,770,598

4
,075,959
101,352

1
,654327

23,630,753 23,674,551 47,305,304

59

36

28

10

(X)

97

50

2$

69

325

129

115

68

119

18

783

044 68,503

5 39 42,620

695 32320

974 141
,(施8

766 138,244

423 243,452

804 170,398

954 30,5(”

932 75
,273

470 375,824

.898
137,195

.257
146,633

.025
73,018

.680
145,017

.257
18,091

.208
871.1 19

127,547

79,159

61,O15

252,糾2

239,010

440,875

32 1
,202

59
,454

145,205

_
701,294

267,W3

26 1
,890

141
,(舛3

264
,697

36,348

1
,654,327

2,342,926
･
2,7m,275 5,052,201

865
,309

521
,261

668,473

1
,708 ,762

1
,559,992

1
,268,087

2,2 17,272

501
,5(姑

1
,303,458

4.181,369

2
,(X巾,826

1 254,603

I,30l,356

1
,902.68

1

32,872

867,750

526
,277

665,843

1
,671 ,472

1
,471,438

1,229,15 1

2,1 19,385

517,348

1,292,1 10

4,177,254

1
,973 ,908

1
,184,428

1
,328,199

1,908,58 1

32,132

1
,733,059

1,糾7,538

I,334,3 16

3
,380.234

3,03 I,430

2,497,238

4,336,657

1,018,854

2,595,568

8
,358,623

3
,974,734

2,439,03 I

2,629,555

3,81 1,262

65
,∝叫

21,287,827 20,965,276 42,253,103

出所:国家中央統計局(1988年補足センサス)



衣-2 エチオピアの品目別輸入高の推移

(単位:百万ビル)
項目 1974n5 1975r76 1976r77 1977r78 1978r79 1979/80 1980/81 1981/82 1982/83 1983/84 1984/S5 1985/86 1986/87 1987/1988

2 72.3 88.9 135.5 174.5 168.5 345.0 530.6 390.4 246.6

40.2 44.4 76.9 1 18,9 1 14.6 257.9 382.4 280.3 177.5

7 1 1.9 18.4 23.3 18.7 19.8 14.6 7.8 6.2 19.7

3 245.0 287.5 329.3 360.4 325.7 28 1.8 220.3 163.3 18 1.8

1 94.4 57.9 32. 1 36.6 52.7 36.2 32.3 62.5 34.7

3 1 13.2 S5.5 89.5 136.6 107.2 76.7 87.9 1 15.O 1 10.8

8 I.5 4.0 16.2 29.0 26.3 36. 1 44.7 29.9 72.5

6 68.6 40.9 48.2 3S.9 5 1.6 42.0 58.5 68.6 503

2 ･ 14.3 18.9 26.5 24.2 15.7 6.2 6.7 10.6 10.8

4 35.2 38.5 44.4 35.7 39.0 41
,5

45.6 60.0 75.6

6 22.8 33.4 25.0 16.9 26. 1 1 1.8 34.9 23.9 29.8

9 57.4 59.8 71.5 55.2 58.6 69.0 79.2 58.5 75.9

9 6.8 4.3 6. 1 5.6 3.8 7.7 3.5 4.6 2.6

5.6 7.5 3.5 5.0 6.6 4.2 3.7 5.7 4.6

6 104.2 100. 1 76.9 146.0 162.9 143.4 166.9 156.4 159.6

9 202.2 213.4 227.6 234.4 5 19.8 225. 1 274.7 327.7 477.0

8 45.0 35.1 43.6 8 I.8 97.9 56. 1 76.7 102.5 8 1.2

6 135.8 165.3 259.4 164.8 210.6 179.6 287. 1 339.3 369.9

13.4 20. 1 29.2 19.8 23.2 30.4 45.8 88.3

6 103.2 104.8 154.0 168.7 15 1.1 163.0 194.4 347.5 182.9

1 155.2 1 15.0 2l.8 58.5 247.5 40.0 0.2

7 0.0 0.2 0.0 - I.5
-0.5

0. 1 9.7
-35.8

0.0

60

14

141

86

151

50

9

17

19

105

27

93

140

82

184

143

72

181

3

2

2

1

0

8

9

0

7

7

6

3

0

0

9

7

2

3

45.

17

124

34

63

50

12

ll

9

81

63

48

102

55

127

128

120

30

18.7 24.2 33.9

7.6 10.4 8.9

99.1 110.5 118.8

13.7 19.7 45.6

93.0 79.3 65.6

18.9 2l.7 23.5

5.4 1 I.2 10.9

17.4 1 1.3 15.6

15.2 11.8 11.2

38. 1 44.4 70.3

ll.5 13.5 21.3

52.8 37.7 42.3

90.0 1 14.9 90.0

3l.8 36.1 38.0

68.3 80.7 1 10.5

63.9 5 1.9 99.6

43.4 33.8 104.3

0.0
-23.7

0.1

910.4 1 125.9 1220. 1 1432.6 1539.6 1756.6 1772.9 2125.0 2018.0 2250.9 2237.0 2274.6688.8 6S9.4

食料品,家畜
穀物

飲料,タバコ

石油

石油産品

化学製品

月巴科

医薬品

石鹸､光沢剤等

ゴム製品

親類

#%

衣料品

ガラス製品

金属類

機械類(含航空機)
電気製品

自動車
道膚機器

その他

未記良輸入額

調整額

捻輸入額(C.Ⅰ.F.)

出所:関税事務所及びエチオピア国立銀行
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義-3 エチオピアの品目別輸出高の推移

(単位:百万ビル)

1974rT5 1975n6 1976r77 1977r78 1978r79 1979/80 1980/81 1981/82 1982/83 1983/84 1984/85 1985/86 1986/87 1987/88 1988/89項目

コーヒー

豆類

油性作物

砂糖

皮革

家畜

食用肉

果物及び野菜

油脂

綿花

石油製品

その他

再輪出

輸出額総計

農業部門以外

農業部門

農業部門割合

117.5 297.5 408.9 512.5 541.6 63l.7 524.3 480.3 495.9 590.4 466.3 664.8 524.3 439.2 510.A

73.5 52.8 48.6 30.8 17.9 24.8 23.7 30.9 2S.8 20.3 16.9 12.6 8.5 16. 1 20.4

89. 1 35.4 26.9 1 1.9 9.6 13.6 28.4 19.5 15.3 27.9 15.6 7.9 9.8 22.0 9.8

6.8 9.4 13.7 0.0 0.3 16.6 9.8 7.0 10.4 10. 1 93 10.4 12.6 16.4 19.4

37.2 42.7 52.3 58.0 107.1 138.7 92.7 98.3 77.3 93.4 95.4 119.5 108.3 133.0 144.6

16.9 31.4 3.6 l.5 1.5 8.3 9.8 8.3 16,3 13.6 19.7 18.2 15.6 32.4 32.3

9.9 6.8 4.9 l.3 2.0 5.4 63 53 10.2 5.9 3.9 3.9 5.4 5.1 5.4

9.8 7. 1 9.4 4.1 2.7 4.8 3.6 5.5 3.4 5.5 5.9 6.0 12.8 1 1.8 9. 1

7.2 7.3 12.7 4.7 8.8 5.8 8.8 14.4 8.2 16.7 1.0 2.0 1.7 1.1 1.2

8.0 1.5 6.8 2.4 0,0 5.4 28.2 18.4 17.8 1 1.9 1.8 0.0 1.6 1.1 l.0

7.4 12.7 26.0 25.3 28.2 54.2 76. 1 52.2 68.8 74.2 67.3 44.2 27.3 36.0 28.7

62.0 20.8 27.5 17.0 24.7 41.0 39.4 37.8 58.0 58.9 40.2 33.8 66.9 59.4 79.6

30.9 13.5 5.0 1.2 0.5 0.4 0.4 0.2 0. 1 1.3 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0

476.2 538.9 646.3 670.7 744.9 950.7 851.5 778.1 810.5 930.1 743.3 923.8 794.8 773.6 8623

100.3 47.0 58.5 43.5 53.4 95.6 115.9 90.2 126.9 134.4 107.5 78.5 94.2 95,4 1083

375.9 491.9 587.8 627.2 691.5 855.1 735.6 687.9 683.6 795.7 635.8 845.3 700.6 678.2 754.0

(%) 78.9% 91.3% 90.9% 93.5% 92.8% 89.9% 86.4% 88.4% 84.3% 85.5% 85.5% 91.5% 88.1% 87.7% 87.4%

出所:関税事務所
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義-4 エチオピアの主要作物生産量

(単位:トン)
項目 1979/80 19SO/8 1

ト+
I

A

198 1/82 1982/83 1983/84 1984/85 1985/86 1986/87 1987/88 1988/89

穀類 639,656 561,糾3

テフ 142,642 131,210

大麦 105,082 107,5 18

/J､麦 53,745 6l
,323

539,350 67 I,83 1 552,680 423,984 48 1.999

108,273 137, 167 109,024 9 1
,222

96,87 1

93.55 1 1 16,834 8 1
,435

84,218 91
,386

70,660 9 I
,665

66,602 67.562 77,44 1

メイズ 152,408 94,825 1 19,955 160,295 153,295 108,780 103,707

ソルガム

ミレット

オート麦

豆類

そら豆

ひよこ豆

いんげん豆
えんどう豆

ひら豆

やはずえんどう

大豆

その他

164.318 141
,083

120,650

2l,461 20,439 19,7 18

4,645 6,543

100,99 1 84,803 82,032

48,845 46,933 46,994

15,103 1 1,829 10,137

2,553 l
,965

1
,175

23,782 14,768 16,307

3,糾4 5,990 5, 160

7.567 3.126 2,137

97 192 122

8,912 10,206 8,239

i;i･ 749,559 656,052 629,621

135,638 120.163 50,722

24,007 19,936 18
,735

6
,225

2
,225

2
,74

5

96,542 71
,126

53,α娼

60,0$6 38
,865

26,59 1

ll,847 1 1,753 9,233

3
,668

4. 190 2,688

13,301 1 1.123 8,440

4,209 2,853 1
,894

3,376 2,340 4,173

55 2 49

12,167 9,853 10,351

780,540 633
,659

487,403

90,455

18,989

3,150

46,74 1

23,333

8
,440

2,334

6,926

2,587

3
,089

32

10,143

563
,642

594,95 1 654,450

103,322 1糾.958 1 18,200

99,322 99,528 107,500

77,532 83,580 89,430

171
,536

18 1
,945

200,150

96,3 17 99,325 1 I1
,250

ll,978

3,635

54,078 56.285 6 I.920

29,347 25
,922

7,219

3
,326

8,347

2,689

62

8.448

538,883 626,168

8.730 9.60

659.966 725.970

出所:中央統計局



衣-5 エチオピアの主要作物栽培面積

(単位:ヘクタール)

項目 1979/80 1980/8 1

I+

”

198 I/82 1982/83 1983/84 1984/S5 1985/86 1986/$7 1987/88

穀類 5,022,780 4,711,820 4,629,430 5,029,190 4,715,590 4,814,680 4,991,630 4,786310 4,962,100

テフ 1,513,340

大麦 909,830

小麦 486,670

1 361
,970

830,930

536,300

メイズ 870,780 735,480

ソルガム

ミレット

オート麦

そら豆

ひよこ豆

いんげん豆
えんどう豆

ひら豆

やはずえんどう

大豆

豆類

1
,33

1,550

810,350

684,910

652,470

1399,830

908
,(X氾

714,010

819,670

1
,026,290

979
,070

844
,260

905
,6

I0

2 15,S70 232,870 226,490 225 , 150

35
,200

79
,400

56,920

847,1 10 742,960 792,750 798,710

326,550 306,470 348
,9

10 380,570

17 1330 149,080 138,090 1 34,660

18,560 2 I
,040

25
,060

43,440

211,1W 169,010 174,090 15l,210

42,470 53 340 70,420 55
,330

74,930 37
,390

32,290 32,3 10

2, 170 6,630 3,890 1
,190

その他 197,∝X) 223
,390

230,380 260,330

1,317,940 1,345,090

7963 10 828,130

625,610 660.220

820,890 946,670

9 13
,6

10 768,帖()

215,3 10 229,350

25,920 37, 160

76l
,190

765,750

350,350 326,800

160,620 179,4 1 0

40,550 43
,940

137,220 135,O10

44,660 37,630

27
,7(氾

4 1
,470

90 1
,490

256, 190 284,150

1
,296240
926,630

778,540

865,㈱

858
,(X氾

228,250

38,910

1,272,480 1,309,(X氾

897,990 840,800

661
,860

718,400

1
,01

2,620 957
,4(刀

762,650 883
,800

137,620

41,脚0

700, 120 602,530 75 1
,400

280, 190 259,860

132,∝X) 95,320

45,530 52,610

130,740 1帖,080

44,860 46,480

65.460 40,880

1
,340

1
,3(氾

293,㈱ 212,340 222, 100

合計 6,(榔,890 5,678,170 5,652,560 6,088,230 5,732,970 5,864,580 5,985,350 5,601,180 5,935,6(刀

出所:中央統計局



表-6 ジブティのGDPの内訳

(単位:%)

項目 1983 1984 1985 1986

商業活動

農林水産業

工業

水道､電気

建築､土木

貿易､観光､飲食業

通信運輸

銀行,保険､不動産､その他の事業

その他サービス業

非商業活動(公的機関)

関税及びその他の税金

合計

48.1

2.3

2.7

3.7

6.1

14.8

9.8

6.1

2.6

31.6

20.3

100.0

50.β

2.3

2.5

4.1

6.3

15.7

10.7

6.6

2.6

30.1

19.1

100.0

5 0.9

2.2

2.4

5.2

5.3

4.5

2.4

6.7

2.2

30.6

18.5

100.0

51.2

2.2

2.4

6.4

3.5

14.7

13.0

6.6

2.4

31.9

16.9

100.0

出所:国家統計局
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衣-7 ジブチイの地域別農業生産量､栽培面積及び農場数

(単位:%)
栽培面積

行政区 農業地区 (ヘクタール)

耕作可能地 既耕作地

農場数 生産量

(トン)

DJIB OUTI Ambouli

Douda

Altar

Dam er)og

ト+
I

･J

小計

All-SABIEH

小計

DIKHIL

Mouloud

Ali-Sabieh Ali-Adde

Dikhi 1

Gobaad

Hanle

+､計

TADJOURAH Tadjoura

OB OC K Obock

総計

150

46

8

71

275

13

ll

24

15

120

96

231

74

30

634

120

ll

7

ll

149

6

6

12

I()

87

63

160

49

14

384

210

61

32

79

382

25

27

52

25

175

120

320

276

52

1.082

6(X)

88

82

125

895

85

18

103

4

371

79

454

258

105

l.815

出所:ジプティ共和国農林水産局
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添付資料- 1

調査団員の略歴

1.富田 俊宏

昭和40年3月

昭和40年4月-昭和45年12月

昭和46年1月-昭和50年12月

昭和51年1月-昭和52年10月

昭和52年10月一昭和53年1叩

昭和53年11月-昭和58年3月

昭和58年4月-昭和60年3月

昭和60年4月-平成1年10月

平成1年10月-平成2年9月

平成2年10月-現在

主な海外業務実績

東京教育大学農業工学科卒業

日本工営(株)

日本工営(秩)

日本工営(秩)

日本工営(秩)

日本工営(秩)

日本工営(秩)

日本工営(秩)

農業部

計画部

カトマンズ事務所(ネパール)

計画部

農業水利部 副参事

第一農業水利部 課長

コメリン)ll上流域開発事務所長

(インドネシア)

日本工営(秩)農業水利部次長

日本工営(秩)農業水利部部長代理

案件名 対象国 従事期間 担当業杏

ファンラン藩政拡張計画

ビインディン港概計画

ミタン防潮水門設計

ティエプニット･パイオニア農業

開発計画

束メスケネ藩政計画

ナラヤニ潅概計画

同上

コメリン川上流域農業開発計画水

文調査

コメリン川上流域農業開発計画

同上

バサック河上流中規模藩政計画

ナラヤニ藩政計画

カリアン多目的ダム建設計画

コメリン川上流域藩政計画

ベトナム

ベトナム

ベトナム

ベトナム

シリア

ネパール

ネパール

インドネシア

インドネシア

インドネシア

タイ

ネパール

インドネシア

インドネシア

昭和43.7-45.1

45.6-45.9

45.12-46.7

46.8-49.6

49.9-50.12

51.l-52.10

53.1-54.7

54.9-54.12

55.7-56.2

56.6-･57.3

57.7-57.12

58.1-59.3

59.7-60.2

藩政排水施設設計

港故排水施設設計

防潮水門設計

港耽排水

藩政排水

藩政排水計画

藩政排水

潅耽排水

港概排水/副団長

藩政排水計画/副団長

藩政排水

所長

藩政排水

603-平成2.12所長/藩政排水
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2.中牟田 亮

昭和59年3月

昭和59年4月-平成1年6月

平成1年6月一環在

主な海外業務実漬

九州大学農業工学科卒業

日本工営(秩)第一農業水利部 技師

日本工営(樵)農業水利部 技師

案件名 対象国 従事期間 担当業杏

メスケネ藩政計画

ランケメ藩政計画

リアムカナン港概計画

スンサリモラン藩政計画

ワイラレム港政計画

シリア

インドネシア

インドネシア

不パール

インドネシア

昭和59.4-59.8

59.8 -60.4

6l.8-62,4

62.10-63.1

63.3-63.4

63.7-平成1.12

潅耽排水施設設計

藩政排水施設設計

防潮水門設計

藩政排水

港耽排水計画
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添付資料-2

調査行程

6月 4日:

5日:

6日:

7日:

8日:

9日:

10日:

11日:

12日:

･13日:

14日:

15日:

16日:

17日:

18日:

19日:

20日:

21日:

22日:

23日:

エチオピア-向け出発

アデイス･アペパに到着

アアイス･アペパにて各省庁関係者との面談並びに資料収集

同上

同上

同上

ナツレット(Nazret､アデイス･アペパ南束80km)近郊のプロジェクトの視察

デイブレ･ビルハン(加breBirhaLl､アデイス･アペパ北東120km)近郊のプロジ

ェクト視察

アデイス･アペパにて各省庁関係者との面談並びに資料収集

同上

アセラ(アデイス･アベバ南南東130km)にてアルシ州農業事務所関係者と面談

ツウェイ湖(hkeZiway､アデイス･アペパ南110km)周辺のプロジェクト並びに

現場視察

アデイス･アベバにて各省庁関係者との面談並びに資料収集

ジプティヘ移動

pK-20国営農場関係者との面談

pK-20国営農場の視察並びに資料収集

同上

パリヘ移動

在パリ日本大使館ジブティ担当者との面談､日本に向け出発

帰国
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添付資料-3

面会者リスト

エチオピア人民民主共和国編

1 日本大使館

伊藤忠-

福岡彰三

2 国際協力事業団

金山正則

3 世界銀行(worldBank)

T. James Goedng

特命全権大便

二等書記官

首席駐在員

首席駐在員

4 農業省(Ministry ofAgriculture)

Animal and Fishery Resources Development Main Depar血ent

Getachew Worku Vice Minister

Mesfin Alemu 別

Cooperative Promotion and Agriculture Development Main Department

Sisay Gebre GiorglS Vice Minister

NaturalResources Conservation and Dvelopment Main Department

Berhanu Detx:1e

Kebde Tato

Hai1u Sharew

Vice Minister

Plead of Community Forests and Soil Conservation Development

Departm ent

Head of State Forest Conservation and Development Department

RuralInfrastructure Development Main Department

Esbetu Muれe

Menker Wolde Kiross

Yilma Bekele

Takele kassa

Eshette

Vice Minister

Head of RuralTechnology Promotion Department

Head of RuralConstruction Department

Acdng head of Irrigation Development Department

Head of TraJISrX)rtaLion and Maintenance Section

Plannlng and Programming Department

LulsegedAsfaw 11tai

5 伽排紅茶開発省(Ministry of Coffee aJld Tea Development)

BiruAbebe Dr. Vice Minister
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6 国営農場開発省(Mhistry of State Farm Development)

Yosef Muleta Minis ter

Zikru G但gziabher Vice Minister

Tegentl Yifru Head of Projectlmplemen血on D印artment

7 中央企画国家委員会事務局(OfficeofNationalCommiltee for Central Planning)

Mersie Ijigo Minister

8 対外摩･済委員会事務局(Office of State Committee ofForeign fbonomy Relation )

Beniam in charge of JapaJ1

9 国家水資源委員会叩ationalWaterResources Commision)

Aragaw Truncb Commissioner

lO 水資源開発庁(wtater Resources Development Authority)

Mekuria Tafesse C hief Engineer

Tamene Teferra Head of Plannlng and Programmlng

EjigiTlehSimie Head of ProjectEr)giT)eer Of Lower Awash aJld AJ weTD IL7LigatjotlnDject

1 lエチオピア峡谷開発公団作thiopian Valley Development Studies Authority)

Getachew Kagas Head of AdminislraLive Affairs Department

12 農業開発事業サービス(AgriculturalProjects Service)

Kebede Koom sa Manager

ジプティ共和国編

1 日本大使館(在パリ)

二木ジプティ担当官

2 大統領府甲residencyOffice)

Ismael Guedi Hared S∝retuy

3 PK-20国営農場肝K-20ProjectOffice)

Djama Miguil Wais Chief of PK-20 Project
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添付資料-4

面談内容

エチオピア人民民主共和国偏

1.中央企画国家委員会事務局(Office of National Committee for Central PlaLming)

面談者; Mersieljio大臣

面談内容;

(a)農業鼓興に最重点を置いているが､度重なる干魅および農業技術の低さにより思うように発

展しないのが現状である｡

o))国営農場より零細農場の開発に力を入れている｡

(c)以下の農産物生産に今後力を入れたい.

一 食料作物;小麦､大麦､豆類

_ 輸出作物;棉(景重要)
､ゴマその他油性作物､コーヒー､茶

(a)家畜産業はまだ発展途上であり､現在の生産性を改良しなければならないo

(¢魚類は今まで食べる習慣が無かったため､ ､漁業に関する調査すらされていないo今後力を
入れていきたい部門である｡

(i)織物および皮革の輸出を計っていきたい｡

wエチオピアは水力発電のポテンシャルが非常に高く､今後近隣諸国↑の輸出を考え､その開

発に力を入れたい｡

2.農業省(Ministry ofAgricuZ[tJre)

A.協同化促進及び農業開発本部

(C00perative Promotions and AgriculturalDevelopment Main Department)

面談者; Sisey Gebre Giorgis副大臣

面談内容;

(a)結合農村地域開発に力を入れたいoこのため､世銀､ EEC,AfDB,IFADに各州(Region)単位

で幅広く援助を頼んでいる｡

o))上記の一環として､アルシ･バレ州総合農村地域開発計画を取り上げ､イタl)ア政府に援助

を依頼した｡しかし､イタリア政府はマスタープランおよびフィージビl)ティ調査を終え(I

段階で中止し､その資金を東ヨーロッパ援助に切り替えた｡

(c)上記アルシ･バレ州総合農村地域開発計画を日本政掛こ援助してもらいたい｡

B.牧畜水産資源開発本部

(Animal aTld Fishery Resources Development Main Department)

面談者; GetachewWorku副大臣､ Mesfin Alemu局長

面談内容;

(a)約29.9百万頭の牛, 42.0百万頭の羊､その他､山羊,家禽など､多数の家畜を飼っているが､

病気､ツェツェ蝿などの害､栄養不良､市場の開拓など解決しなければならない問題が多く
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ある｡

o))酪農施設の建設に日本政府の援助を期待している.

(c)今後､家畜以外に養蜂にも力を入れていきたい｡

(o 現在､優先案件として考えているものは添付資料Jに示すとおりo

c.自然資源保全･甜発本部

(Natural Resources Conservadon aJld Development Maill D甲artmenL)

面談者; BedlamuDebele副大臣､ KetxxbTak)局長､ Hailu Sharew局長

面談内容;

(a)森林伐採に伴う土塊侵食が特に北部高地で深亥は問題となっており､ また､中部､南部高地

でも今すぐに対策を講じないと北部と同じ状態になることは間違いない｡

o))現在､自然林の保護､植林事業に力を入れている｡

(c)

(0

(e)

全国土地利用計画を立てる必要がある｡これをJICAでやってもらえたら有り難い｡

また､ JICAに測量機器､輸送手段の供与および職員のトレーニングをお磨いしたい｡

優先案件は添付資料-8に示すとおり｡

D.農村生活基盤開発本部

畔uralInfrastructure Development Main Deparbnent)

面談者; Eshetu Muhe副大臣､ yilmaBekeke局長､ MenkerWoldeKiross局長､

Takele Kassa局長代理

面談内容;

(a) /J､鹿模な藩政開発(200haまで)､農村道,農村給水施設,小水力発電,農業倉庫などの建設

に力を入れた総合農村地域開発に力を入れている｡

o))上記に関連して､ A.で述べたアルシ･バレ州総合農村地域開発計画に対し､ JICAの協力を

望んでいる｡

(c)その他に､建設機械の供与,職員のトレーニングおよび技術協力をJICAに期待している｡

E.海外経済援助サービス部

O;oreignEconomic Relations Service Department)

面談者; Beniam日本担当官

面談内容;

(a)添付資料-8に示したプロジェクトの説明があったのみ｡

F.運輸サービス部

(TraJISPOrtand Maintenance Service Departmer)i)

面談者; Esbette局長

面談内容;

(a)現在約3,000台の自動車類があるが､スペア･パーツの不足､修理工場の不備などによりそ

の約半数が稼働していない｡

”)上記自動車の約75%は日本製であることから､スペア･パーツの供与を日本政府の援助に期
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待している｡

(c)また上記スペア･パーツの供与に加えて､下記援助を日本政府に期待しているo

中央修理工場の建設

修理工具

技術協力

職員の日本での研修

G.計画部

O'lanni皿gand Prog7aming Department)

面談者; LulsegedAsfaw_局長

面談内容;

(a)上記F.で述べた修理工場の拡充､牧畜業の発展および高地における土塊保全の必要性を強

調した｡

o))優先案件は添付資料-8に示すとおり｡

(3)国営農場開発省

(Minis申Of State Farm Development)

面談者; yosefMuleta大臣, zikrug.Egziabher副大臣

面談内容;

(a)優先順位を綿,換金作物､輸出作物および家畜に置いている.

㈹職員はマスタープランおよびフィージビリティー調査に十分な経験が無く､海外からの人的

援助に頗る面が多い｡

(c)プロジェクト実現に十分な資金がなく､日本政府の援助が大いに期待されるo

(o 優先案件は添付資料-8iこ示すとおり｡

¢)コーヒー紅茶開発省

(Minisuy of Coffee and Tea Development)

面談者; BiruAbebe副大臣

面談内容;

(a)コーヒーの輸出は全農産物の輸出総額の60%を占め､

a))コーヒーの生産量は,零細農場でその96%を生産し､

大変重要な農産物である｡

国営農場では僅か4%しか生産していな

い｡

(c)コーヒーの収穫場所から洗浄場所まで遠いにも拘わらず運鞍手段が発達していないため､道

雄に時間がかかり､品質の低下がひどい｡

㈱ EEC援助により18郡で､また､世銀援助により16郡でコーヒー関連プロジェクトを行なって

いるが､運搬施設および種子の配布には重点が置かれていないため必ずしも成功していると

はいえない｡
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(5)国家水資疎開発委員会

OladonalWater Resources Commision)

面談者; AragawaTrunch大臣

面談内容;

(a)リフトバレーの開発はマスタープランおよびフィージビ1)ティー調査はエチオピア峡谷開

発公団¢d7L'opiaLIV曲ア加ve)optT7ent SEzLdjes血Lhod桝が､また､詳細設計および楚&pLは水資

源開発公団(Water Resources Developrnent Authority)が行なっているo

仲)同委員会としては､アンゲレレ･ボルハモ(Angelele佃olhamo)港概計画を最優先案件としてい

るが,詳細設計は1986年に終わり､現在､資金ソースを探している｡

(c)ケセム匹esem)藩政計画が2番目に重視されており､ FAOの援助により1986年にフィ-ジビ

リティー調査は終わっている｡現在､詳細設計および建設の資金源を探している｡

(o 今までのコンサルティング･サービスでは政府職員のトレーニングに重点が置かれていなか

ったので今後はこれに重点を置くよう依頼していきたい｡

(6)水資源開発公団

(Water Resonrces Development Au也ority)

面談者; MekuriaTaffesse局長

面談内容;

(a) 1988年､日本大使により､ JICA案件用プロジェクトの作業仕様書CrOR)を至急作成し日本

政捌こ要請を出すよう指示があったので四つのプロジェクトのマスタープラン調査のCrOR)

を作成し提出した｡しかしながら､この直後に､同大使よりこの種の調査は世銀に要請した

方がよいと言われ､中断した経緯がある｡このため､優先度の高かったリフトバレー渦流

域開発全体計画調査はUNDPに要請が出され､ 18カ月の予定で今年4月に開始された｡

o))その他の優先プロジェクトとしては､添付資料-8tこ示した案件があり､このうちもっとも優

先度の高い､ ｢ゲナレ･ダワ･ウェイブ流域総合開発計画+を是非JICAでやって欲しい｡

(c)上記マスタ-プランでは､以前JICAが行なった､ケニアの｢ビクトリア湖周辺地域総合開

発計画+･のような内容のものをやって欲しい｡

(o 本公団に置ける優先プロジェクトは添付資料一別こ示すとおり｡

(7)世界銀行

(恥rid Balk)

面談者;

面談内容;

T. James Goering所長

添付資料-5参照

(8)日本大使館

面談者; 伊藤大便､福岡二等書記官

面談内容;

(a)最近の援助の実績は1984年に安倍外務大臣の約束で4億円の小規模港耽用建設機械を供与し

たo その他､ 85､86年度にKR-2で建設機材(金額不明) ､ 89年度に7億円の医療器材が僕与
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され､今年度には約3億円の医療器材供与を考えている｡

o))アメリカ､ソ連両国は､エチオピアの内乱平定に乗り出すものと考えられるので､近い将

来日本の本格的な援助が期待される｡しかし､

(c)世銀より協調融資の申し入れがあった｡

2-3年は無理との判断｡

ジブティ共和国編

(1)大統領府

O)residentOffiece)

面談者; IsmaelGuediHared長官

面談内容;

(a) pK20国営農場は大統領府直轄のもので､将来試験農場兼研修センターとして拡充していき

たい｡このための資金を日本の援助に期待したい｡

o))ジブティには農業関係の指導者が非常に少なく､その養成に力をいれている. JICAの長期

研修に是非人を送りたい｡

(2) PK-20国営農場事務所

O'K-20 ProjectOffice)

面談者; DjamaMiguilWais所長

面談内容;

(a) pK-20国営農場(約100ha)はもともとソルガム栽培を対象としてベルギーの援助で1981年

に建設されたが､井戸を水源としているため維持費がかかり採算が取れない｡このため､こ

の農場を野菜類､柑橘類､ホホバ(Jqjoba､油性作物) ､家畜の試験場および研修センター
として活用していきたい｡

仲)このため､既存潅政施設の改善､研修センターの設立(建物は既にある)に対する援助を日

本にお願いしたい｡

(3)日本大使館(在パリ)

面談者; 二木ジブティ担当官

面談内容;

(a)今後ジプティに対して農業開発に対する援助を推進する必要があると思われる｡

o)) pK-20国営農場整備拡充計画の要請が上がってきたら前向きに対処したい.
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添付資料-5

INFORMATION FROM THE WORLD BANK

(Ethiopia)

(1) Reladonship of the World Barlkwith Ethiopia isthe longest in Afhca (since 1950)･

(2) Fifty eight projectswith the amount ofUS$ 1･343 billion have been committed so far･

The detai1sare as fTollows :

Item Amount ⅣSS x 106)

Agricul lure

Educadon

Road Construction

Communication

E nergy

Urban Development

Forestry

lndus町

Drough[Assis払nCe

Heal山

Others

359.3

226.2

209.5

159.I

115.6

95.2

45.0

41.0

38.8

33.0

20.3

(18 loans)

(9 loans)

(3 loans)

Total 1.343.0

(3) Ofthe above amount, US$ 714 million had been spent by the endFY 1989 (July 1,

1988 - JuTle 30, 1989).

(4) The World Bank is assisting the Ethiopian Government in wide range of the sectors.

(a) Telecommunication

(b) Education

(c) Coffee development

(d) Highway

(e) Expanding ofAseb Port

(f) Health

(g) Livest∝k

A-ll
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(5) The World Bank puts a main emphasis on agriculture･

(6) At present, 15 projects
including road construction, education, forestry, small farm

gram production andurban development is golng On･

(7) FY 1990; 2projects

- Market town development (8 towns excluding Addis Ababa)

- Addis Ababa urban development No.2

(8) FY 1991
;3prqjects

- PADEP (Peasant AgriculturalDevelopment Program ) :

- Peasant Coffee Development Project(PCDP) :

- EE.port Enterprise Development Project(EEDP) :

- Encouragement of打ivate Sector

- Promotion of Export

- Family Plannlng :

- Institutional Development Project(technicalassistance):

US$ 70 million

US$ 60 Million

US$ 70 Million

US$ 15 Million

US$ 15 million

(9) FY 1992; 3projects

(a) Highland Soil and Water Conservation Project(HSWCP)

- Ministry of Agriculture has made a contract with APS fわr the prqJeCt

preparation

- The Welega or Gojam Region will be selected fbrthis proJeCt･

(b) Road Rehabilitation Projects
- Addis Ababa- AsebRoad : US$ 50million

- Road SectorPrqject: US$ 200million

(c) Economic Recovery Project

- Balance payment support

- Provision offoreign exchange tothe Government
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添付資料-6

DRAFT TERMS OF REFERENCE

FOR

MASTER PLAN STUDY

OF

GENALE_DAWA･WEYIB RIVER BASIN

AGRICULTURAL DEVELOPMENT PROJECT

IN

ETHIOPIA

ProjectTitle

Execunng Agency

: Genale-Dawa-Weyib River Basin Agricultural

Development Project

: EthiopianValleys Development Studies Authority,

People-s Dem∝ratic Republic of Ethiopia

Proposed Source of Assistance : Government of Japan

1. INTRODUCTION

Agdculture is a main stay of the Ethioplan eCOnOmy･ It employs 85 % of the labor

force and contributes 39 % of the GDP and 90 % of exports by value with coffee alone

accountlng for 66 %･ At present, about 10 % of the total land of 122･2 million hectares is

under cultivation, while 65 % of the total1and is considered as agricultural area.

Asmentioned in the above, agriculture plays an important role in the country.s

economy and its potential is big, but the recurrent famine situation in the country has

necessitated a government policy to resettle people in more fertileareas, and the Genale-

Dawa-Weyib River Basin has been identified as a pr10nty area･

Tbe Genale-Dawa-Weyib River Basin is one of the largest basins in Etbiopla in terms

of land mass. Itdrains an area of about 168,000 square kilometers in the south easternpart of

the country in Sidamo and Bale Administrative Regions･ The three dyers meet at the

Ethiopia-Kenya-Somalia border near Dollo. The meanannualflow passlngthrough this point

has been esdmated at about 7 billion cubic meters. To血te,血e basin remains to be one orthe

least developedriver basins of the country. Therefore, inthe development of this basin, it is
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highly desirable to adopt an orderly pr∝edure forthe optimum development of the water and

related landand other naturalresources.

2. OBJECTIVE OF TEE STUDY

The objectiveof
the study is to prepare a master plan with a main emphasis on the

agriculturaldevelopment in the Genale-Dawa-Weyib Basin in the southeastern part of the

country. The specific objectivesof
the master plan an:

(1) To formulate a master plan to figure out agncultural and other development

potentials inthe basin, and

(2) To identify high prionty of agncultural development projects and to prepare

the development strategy ln the basin taking lntO COnSideration the

Government's development policy.

3. STUDY AREA

Thearea for the master planning Will cover thearable lands of about 200,000hectares

in the basin as shown in Fig.-1.

4. SCOPE OF THE STUDY

The activities to be undertaken by study team will consist of the followlng three

phases.'

Phase I : Preparatior1 0f aerophotos and data collecdon and analysis,

Phase II : Field suⅣey, study and preparation of oudine development plan, and

PhaseIII : Preparation of overall development plan (master plan).

The study wili inc王ude the fields of topography, hydro-meteorology, geology, geo-

hydrology, agronomy, agro-industry, livestock, forestry, irrlgation and drainage,
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transportation, hydro-power, agro-economy, socio-economy, environment and institution･

and will include the activities mentioned below.

phase I : Preparation of aerophotos and data collection and analysis

(1) Preparation of aerophotos on a scale of 1/20,000covering 6,(X氾square kilometers in

and aroundthearable lands forthe use of master plannlng･ This photos will also be

used for the preparation of topographic maps (1/5,∝X))in the feasibility study stage for

selected pdonty prq】ects ･

(2) Collection of Data and Information

(a) Topographic data including topographic maps, cadastral maps, results of

triangulations and levellings, etc･,

(b) Meteorological data including rainfall, humidity, evaporation, sunshine hours,

wind speeds, etc.,

(c) Hydrological data including water level records, stream flow,flood flow and

vater quality,

(d) Geological data including geological maps and data of earthquake and volcanic

aCtlVltleS,

(e) Socio-economic data including population, gross domestic products, government

budgets especially fわr development and social services, institutional set-ups,

education, health control, etc.,

(f) Agtro-economic data including farming population, fa- household, land tenure,

1abor forces, marketing, market prlCeS, farmer's financial situations, etc･,

(g) Agdcultural data including soil, land capability, land use, crops, cropping pattern

farmlng Practices, crop yields and productions, species and number of livestock,

agro-industry, etc. ,

(h) Existing irrigation and drainage areas and facilities,available water sources add

intake of water, etc.,

(i) Electric power data including existing installation capacities, transmission and

distribution systems, number of consumers, demand forecast, development

scheme, etc.,

G) Othernecessary data and information.

Phase II : Field Survey, Study and Preparation of Outl]'ne Development Plan

(1) Field Survey and lnvesdgation
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(a)

(b)

(c)

(d)

(e)

(f)

(g)

(也)

(i)

O)

(k)

(1)

(m)

(n)

Topographic suⅣey,

=eteorologlCal and bydrologlCal investlgation including installation of

meteorologicaland water level gauging Station,

Geologicaland soil mechanical investigation,

Geo-hy血ologlCal investlgation,

Soil and land use survey,

Agro-economic survey and institutional survey,

Forestry survey,

Agdcultural suⅣey,

Flod influence survey,

Ⅰ血gadon and drainage survey,

HydroIPOWer Survey,

Road network and transportation survey,

Construction material and cost survey,

Environmental and watershed management suⅣey,

(2) Preparation of outline development plan

a)

b)

c)

d)

e)

(0

(g)

(h)

(i)

O)

Study on optlmum udlization of available land and water resources,

Land reclamation plan,

FlocKl mitigation plan,

Agricultural development plan,

Forestry development plan including the examination of possibility of watershed

management and soil conseⅣation,

Irrigation and drainage plan,

Dam and hy血o-power development plan,

Transportation development plan,

Environmental study and watershed management plan,

Preparation of planning Criteria for pnonty listof individual proJeCtS･

Phase III : Preparation or Overall Development Plan

(a) Revision and amendment to the outline development plan as necessary based on

b)

c)

d)

the detailed analysis of丘eld suⅣey results,

Identification of various development projects ,

Study on technical and economic pnonty order to individual projects,

Preparation of Master Plan Report･
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5. EXPERTS REQUIRED FOR THE STUDY

The following englneerS Or experts Will be required
for the study･

(a)

(b)

(c)

(d)

(e)

(f)

(g)

(h)

(i)

G)

(良)

(1)

(m)

(n)

(o)

(p)

(q)

TeamLeader

hTigation Planning Engineer

Drainage Planning Engineer

Dam Planning Engineer

Agronomist

A gro-Economi st

Socio-Economi st

Pedologl S t

Hy血ologlSt

GeologlSt

Soil M∝ha血cal Engineer

Forestry Expert

Transportation Expert

Construction Plan Expert

Topo- Survey Expert

Environmental Expert

ftojectEconomist

伝. SCHEDULE OF STUDY

Tbe study will be conducted in accordance with the work schedule shown in

Attachment- 1.
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添付資料-7

TENTATIVE TERMS OF REFERENCE

FOR

MASTER PLANNING AND FEASIBILITY STUDY

ON

INTEGRATED RURAL DEVELOPMENT

IN

ARSI AND BALE REGIONS

IN

ET甘10PIA

ProjectTitle

Ex∝udng Agency

Proposed Source of Assistance

: Integrated Rural Development Projectin Arsi and Bale

Region s

: Ministry of Agriculture

: Govemment of Japan

1. INTRODUCTION

Agriculture is the single largest contributor to GDP in years of normal rainfall･ It

provides some 90% of exports and engages 84 % of the working population･
Although

Ethiopla is charactedzed by climatic and ecologlCal diverslty･ Which allows a wide range or

crops to be grown, only some 10 % of the total land, 122･2 million
hectares･ is cultivated and

some 50 % is pemanent pasture･

Ethiopia's annual output of cereals increased from 6･3 million tons in 1983/84 to 7･3

million tons in 1988/89. Despite this, produc【ion of the L7]AmsfaPle crops, notably teff and

barley, was inadequate, leading to localized shortages, while overall output failed to keep lup

with targets･ For the less increase rate of production, a number of reasons have been glVen,

including decline of soil fertility,lack of irrigation facilities and access roads,
less activities of

research and seed multiplication and inadequate marketing facilities and extension services･

The Government, recognlZlng these constraints, launched the integrated rural development

project(IRDP)
in Arsi and Bale regions･

The project area SPreads over the Arsi reglOn and the northem portion of Bale reglOn,

58,000 square kilometers in total. With reference tothe rainfall pattern, one or two cultivation
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seasons, according to the zones, can be identified･, main season from May to January and

other season from February to July.

Most of regional administrative head officesare located inAsella; the capital of the

Arsi
region aT)d the皿aiTl nlarketiTlg Center in the regioLl･ The town is connected to Addi?

Abeba by a 175-km long asphalt-paved road･ Goba, the c叩ital of the Bale reglOn, is

connected to Asella by a gravelled road of approximately 190 km･ The road network in the

Arsi region is more developed than the Bale reglOn, but it is still subject
to degradation

particularly during the rainy SeaSOn･

The population is estimated at 2,500,(XX) formlng 500,∝氾households and about 8 %

of the population live in urban area･

Cultivated area covers about 35 % of the Arsi reglOn and only 4 % of the Bale reg10n,

while grazlng land accounts for about 40 % of the whole area･ Shrub savanna covers almost

bal一of也e Bale reglOn.

In the reglOnS, Various crops are cultivated: cereals account fわr about
80 % of the

crops grown, legumes fわr 10 % and oil plant? for 5 %, but their yields are very low; 1･04 tha

of wheat, 1.13 t伽of barley, 0.57 Vha of teff, 1.50 uha of maize, 0･70 uha of legumes and

0.55 t伽of oil plants, due to (i)climate adversities, such as drought, frosts and early rains,

which limit production during the growthcycle and in the harvesting phase, (ii)diffusion of

monoculture of winter cereal, (iii)lack of crop rotation, (iv)declining practice of leaving land

fallowand (v)less development of seed multiplication and marketing systems･

The Project was once studied by the EthioIItalian Development Cooperation as

Country Programme in 1988-1989 and the studied results were compiled in the prqJeCt

docunlent On ”Rural DevelopDlerlr Projeclin Arsュ and Bale Regions‥ iJl 1989. The mAn

components proposed by the Cooperation as theむst phase of the development are:

1

2

3

4

Seed multiplication and marketing component,

Small scale imgation component,

Infrastructure component, and

Pilot agncultural development scheme.

In the national development guidelines, the developmerlt Of the project is highly

ranked and its implementation is urged by the Government.
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2. OBJECTIVE OF TIIE STUDY

The objectiveof the study is to prepam a well-established integrated rural development

programme throughthe review of previous study and additionalfield st)rvey･ The specific

objectivesof
the studyare as mentioned below･

(1) To formulate an integratedrural development programme inthe Arsi region andthe

northernpart of the Bale region,

(2) To identify high priorltyareaS Ofaround 5,()α) ha for integratedruraldevelopment

and to makethe feasibility studyforthe identified areas, and

3. STUDY AREA

The study area is scattered over 58,000 square kilometers l∝ated in the Arsi reglOn

and the northern portion of the Bale reglOn aS Shown in Fig. 1.

4. SCOPE OF STUDY

4. 1 General

Tbe activities to be undertaken by study team will consist of the fbllowlng two phases:

Phase-Ⅰ

Phase-ⅠⅠ

Preparation of master plan for establishing the comprehensive integratedrural

development programme.

Feasibility study for the prlOrltyareaS Of about 5,000 ha identified forthe

integrated mral development.

4.2 DetaJ'Jed Scope of Study

The detailed scope of the study for each phase is described below:

Phase-I Preparation of master plan fTorestablishing the comprehensive integratedrural

development programme
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(1) Field reconnaissance

(a) Field reconnaissance in existing irrigation projects,

(b) Field reconnaissance along existing road networks, and

(c) Field reconnaissaLICefor血e collection of iT)fon7]atioT)fordonleStic water supply

system, electric supply system and other infrastructures･

(2) Data collection and analysis

(a) Topographic data including topographic maps, cadastral maps, results of

biangulations and levellings, etc･,

(b) Meteorological data including rainfall, humidity, evaporation, sunshine hours,

wind speeds, etc.,

(c) Hydrological data including water level records, stream flow,flood flow and

water quality ,

(d) Geological data including geological maps and earthquake and volcanic

aCtlVltleS,

(e) Socio-economic data including population, gross domestic products,

govemment budgets especially for development and social services, institutional

seトups, education, health control, etc.,

(f) Agro-economic data including farming population, farmhouseholds, land

tenure, labor forces, marketing, market prices, population, farm households,

land tenure, labor forces, marketing, market pnces, famer's financial situations,

etC.,

(g) Agricultural data including soil, land capability, land use, crops, cropping

patterns, famlng practices, crop yields and productions, species and number of

livestock, agro-industry, etc,

(h) De女)res【arioT] COT)dirjons aT)d afforestation programme,

(i) Existing irrigation and drainage areas and facilities, available water sources and

intake of water,etc.,

0) Existing infrastructures such as road network, domestic water supplies, electric

supplies, etc., and

(k) Other necessary data and information.

(3) Preparatior1 0f integratedrural development programme

(a) Identification of land resources potential for agricultural development and

assessment of land suitability for imgation development,
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(b) Identification of all water resources potential and study on the possibilities of

their efficient exploitation,

(c) Formulation of agricultural development planand idemification of priorityareas

forthe agncultural development,

(d) AssessrrleTlr Of feasibility of setting up industries related (o agricultural

developm ent ,

(e) Identification of theareas of concern in terms of deforestation and soil erosion

and assessment and evaluation of establishing afforestation projects,

(f) Study on possibilities of fish culture
in the existing lake system,

(g)Assessment of livestock potential in the regions and evaluationthe feasibility of

conducting a livestock fattening Program uSlng lmgated pasture,

(h) Study on the necessity of improvement of present infrastructures such as roads,

village water supply and electric supply,

(i) Evaluation of the roles of different existing institutions and assessment of the

need for the creation or modification of institutional infrastructures required to

implement the project, and

0)Assessment of current public and environmentalhealthsituation inthe study area

and evaluation of the impact of the proposed developments on the ecosystem･

Phase-ⅠⅠ Feasibility study for the pr10rlty areas identified for the first phase of the

integrated mral development

(1) Additional data collection and field survey

(a) Field reconnaissance and additional data collection for topography, meteo-

b)

c)

d)

e)

f)

(g)

(也)

(i)

”)

(k)

hy血ology, geology, soil, socio-economy, agro-economy, agronomy, 1mgation

and血ainage,

Aerial photo mapp】ng in the identjf∃ed areas,

Topographic survey,

Inventory survey on existing lrrlgation facilities, roads and other infrastructures,

Regional socio-economic survey,

HydrologlCal survey lnCluding establishment of hydrologlCal observation

StatlOnS,

Geological survey at major SmCture Sites,

Soil mechanical survey,

soil and land use survey,

Agro-economic and agncultural suⅣey,

Irrigation and drainage survey,
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I) Survey on construction materials andtheir market prices,

m) Agriculturalmarket survey, and

n)
Survey on institutional seトups･

(2) Feasibilitystudy

(a) Agriculturaland agro-economic studies including agro-industries,

(b) Irrigation and drainage plan and preliminary design,

(c) Road network plan and preliminary design,

(d) Plan of domestic water supply systemandpreliminary design,

(e) Plan ofrural electrification plan and preliminary design,

(0 Study on livestock fattening program using irrigated pasture and assessment of

its prductivity,

(g) Study on afforestation program in the deforested and erdedareas,

-(h) Preparation of proposal on improvement of present institutional set-ups, if

(i)

”)

(k)

(1)

(m)

necessary,

Estimate of project benefits,

Estimate of project investment costs,

Economic and丘nancial evaluation of the prqect,

ForTnulation of development scenarios, and

Preparation of implementation and operation programme of pilot schemes in the

prlOnty areaS･

5. EXPERTS REQUIRED FOR THE STUDY

The following engineers Or eXPertSwill be required for the study:

(a)

(b)

(c)

(d)

(ら)

(f)

(g)

(h)

(i)

O)

TeamLeader

Irrigation and Drainage Planning Engineer

Agronomist

Agro-Economist

Socio-Economist

ProjectEconomist

Livest∝k ExpeII

PedologlSt

HydrologlSt

GeologlSt
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良)

1)

m)

n)

o)

p)

q)

r)

Soil MechanicalEngineer

Forestry Expert

Tran sportation Expert

Domestic Water Supply Expert

Elec由calErlgineer

EnvironmentalExpert

Construction Planning Engineer

Topo-Survey Expert

6. SCHEDULE OF STUDY

The study will be conducted in accordancewith the work schedule showTl iTI

Attachment- 1.
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添付資料-8

LIST OF PRIORITY PROJECTS BY RESPECTIVE MINISTRIES,

AUTIIORITIES AND MAIN DEPARTMENTS

(Ethiopia)

A.幽

A-1 C00perative Promotions and Agicultural Development Main Department

(1) Rural Development叫ect in Arsi and Bale Regions *-1

(2) Plant Protection Project
*12

Note: *- 1;

*-2;

Master Plan and feasibility study were carried out by Italian Govemment in

October, 1989

Studied by FAO凡JNDP

A-2 Animal and Fishery Resources Development Main Department

(1) Tsetse Control Project
*-1

(2) Sheep Production Project
～-I

(3) Livestock Marketing Development Project～-1

(4) Study on Apiculture *-1

(5) Study on Holstein Breeding Center in Central Highlands

(6) Study on Cross Brea°ing in Rift Valley

(7) Study on Bako Multiplication Station

(8) Study on Jersey Multiplication Stadon

(9) Tick Control fhject

(10) Dairy丹∝essjT)g aT7d加ductjon Project

(11) Poulb.y Production Projectat

- KanBolcha

- Bedele Andassa

- Awasa

Note: *- 1 ･
, Studied by AACM (Australian Consultant)

A-3 Natural Resources Conservation and Development Main Department
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A-31 1 Community Forests and Soil Conservation Development Department

(1) Upper Negesso River Catchment Integrated Agricultural Development

Project*-1

(2) Gilgel Gebe Catchmerlt btegrated AgriculturalDevelopment Project
～-1

(3) Anger Gutin Settlement Afforestation and RuralInfrastructure Development

4

5

6

project
～-1

South-East Gonder Region Integrated AgriculturalDevelopment Project*-
1

Wama Valley Integrated AgriculturalDevelopment Project
*11

Other 10 Projects

A-312 State Forest Conservationand Development Depar(ment

(1) Forestry Development Projectin Wellega Region

Note: *-1 ; Projectpreparation report was prepared by ULG Consulta nts Ltd. (UK) in

1989

A14 RuralInfrastructure Development Main Department

(1) Arsi and Bale Peasant Agricultural Development Program*-1

Note: *- 1 ; The ltalian Govemment made master plan and feasibility study but

suspended its implementaLion, because the budget for implemcntation was

transferred to East Europe for economic assistance.

A-5 Forelgn Economic Relations Service Department

(1) Awasa Agro-Industry Project
a-I

(2) FourMeat Factories fhject at
*-1

- Mondo GeJlet

- MelkeSedi

- Debre Zedi

- DiniDawa

(3) BaleRegionRanch*-1

(4) Cross Bread Dairy Cattle Projectin*-1

A･30



- Keffa Region

- Gojam Region

(5) Nera Aera Conversion Project
～-2

No把: 事11;

*-2;

These pTDjectsmay be funded by I血血- Govez7]meT7( uTldeT the Ministry of

State Farms Development

Conversion from cotton to hlits and vegetables.

A16 Plannlng and Programlng Department

(1)

(2)

(3)

(4)

workshop Rehabilitation and Maintenance ～-1

plant Protection with Chemical Provision ＋-2

Highland Soil and Water Conservation Project
～-3

Arsiand Bale Peasant Agricultural Project
*4

Note: *-1;

*-2;

*-3;

Project proposal on reorganization or motor vehicle main上 enance

facilities,rehabilitation of unserviceable vehicles and vehic le management

program is available.

The project includes the establishment of zonal 1aboralor ies for plant

prot∝tion (FAO〃NDP f皿ding)

1.
･

The pro)ect isbeing ident泊ed by World Bank

2. The projectcovers Bure and Upper Gillgel Abaye and other 7

catchments.

3. The pro)eel WOrks consist of soil conservation and constr uction

of dams, roads and irrigation facilities.

辛-4; Already mentioned in A-4

B.辿旦皇呈出

(1) CottonProject

a)

b)

c)

d)

e)

f)

Brate Abaya Expansion and Rehabilitation Project
*-1

Sile Expansion and Rehabilitation Project
'12

Aboba Awem Cotton Pr(*ct
*-3

Dabana Agricultural Development Project叫

Abeyu Cotton Project
*-4

Lower Awash Plains Irrigation Project
*15
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2

3

4

5

6

(g) Code Agro-Industrial Project
*16

Jigiga Livest∝k and Agro-Indushies打oject(23,(X氾ha)

Poultry Feed lndus廿ies Project

Horticulture Project

Meki & Zway Agro-Indus山alProject

Nera Aera Conversion Project
'17

Note: *-1;

*-2;

*-3;

*-4;

*-5;

*-6;

*-7;

Feasibility study has been finished･

Technical sttldy has been finished btlteconomic and financialstudies have

not yet been made･

No. 1 pnonty prqect

Integrated Agro-Industry Project

studies were carried out by SOGREA in 1961 - 1964 aJld SirAlexander

Gibb and Partner in 1975 aJld appraised by USSR experts in 1978･

Feasibility study has been finished.

Already mentioned in A-5･

C.也

(l) Large Scale Projects

(a) Kesem Irrigation Project
a-1

(b) Lower Awash PLains Irrigation Project
*12

(c) Ribb andGumara Irrigation Project
*-3

(2) Medium ScaleProjects

(a) Daramalo Irrigation Project(b)Bale Gadula Irrigation打oject

(3) Institution Building *A

(a) Preparation of Study and Design Documents for Doramalo Imigation

Project

(b) Strengthening of WRDA Laboratory SeⅣices

(c) Strengthening ofWRDA Design Department

Note: *-1;

*-2;

*-3;

*-4;

Feasibility study has been finished but need updating.

Already memioned in A-4

This proJeCL was identified by USA in 1964 and studied by North Korea in

1980.

Request was once made to血e Govemment of Jap皿.
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D.重出

(1) Omo-Ghibe Basin Development Master PlanStudy fh'oject

(2) Genale-Dawa-Weyib Basin Developmer)t Master Plan Study Project

(3) Groundwater Survey Projectof Fafan Basin

E. Ethiol)ian ElectricLight an虹2幽由

(1

(2

(3

(4

NeriHydr耽1ecbic Project(25 MW, 1(汐GWH)

Gojeb Bydrcclectric Project(1,150 Gwn)

Fettam Hydroele打ic叫ect (585 MW, 2,565 GWE)

Temcha Jedeb Hydroelectric Project(700MW, 3,070 GWH)
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添付資料-9

REQUEST FOR GRANT AID

ProjectTide

Requesdrlg AgeLICy

Proposed Sources of Assistance

Rehabilitation and Upgrading of PK120 Pilot FaJTn

OffTICe Of The PresideJICy

The Govemment of Japan

I. BACKGROUND OF T甘E PROJECT

Djibouti is largely occupied by volcanic desert and the land is some or the least

productive in Africa. Because of the Country.s aridity, agricultural production is limited and

dependent upon the availability of water for irrlgation･ It is estimated that about 6･000 ha･

less tha-n o.3 % of the total land of 23,000 sq･km, can only be used for agncultural purpose

even when irrigation is possible･

Several pilot market gardens and plots have now been established by public and

pnvate sectors･ By 1989, about 600ha of lands had been cultivated and produced 1,800 tons

of agncultural products including 1,100tons of tomato, 100tons ofmelon, 80 tons of onion,

70 tons of water melon and 450 tons of miscellaneous crops･ Even after development to this

extent, the agncultural sector is stillnot significant in the national economy･ According to the

National Directorate of Statistics, the agncultural sector accounted fTor 2･2 % of GDP, while

the service sector accounted for 68.6 %, industrial sector fTor 12.3 % and taxes and duties for

16･9 %･ The country Imports all cereals, amountlng
tO DF 7･5 billion, which is equivalent to

19.1 % of total import amount of the country.

The Government of Djjboutj,recognlZ]ng the above-mentioned depression in the

agncultural sector, put the emphasis on the agncultural development in the limited i汀igable

area of6,a)0 ha to its full potential･Asthe firstactivityforthe development, the Government

intends to conduct the applied agrlCultural researches and training Of selected parsons who

will be the key persons for the future agrlCultural development after being trained･ For this

purpose, the Government has a plan to use the existlng PK-20 Pilot Farm which was

established at the will of the cu汀ent President or pjiboutiin 1981 to introduce the modern

farmlng technics to the country. Before use of this pilot fa- as the research and tralnlng

center, however, some rehabilitation and upgrading are needed･
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2. TⅢE PROJECT AREA

2. 1 Natural Conditions

(1) Laador) and Topography

The existing PK-20 Pilot Fan having 140 ha in gross (loo ha in
net)

is located 16-

km southwest of DjiboutiCity (Fig.1). The National Highway No･1 links the pilo( farm to

DjiboutiCity.The pilot fan area is held by the National Highway No.1 in the north and by a

wadi inthe south. The general topography of thearea is mainly characterized by afla( plain

sloping down to the south at an average slope of 1/200. The elevation of the area is in the

order of 145 m above mean sea water level. The 1/100,000-scale map with a contour interval

of 25 m arid 1/1 1,000-scale aerial photograph cover the total area of the pilot tTarm･

(2) Climate

Thearea is influenced by semi-arid climate. There are two seasons; a hot summer

from May to October and a relatively cool season from NoveTr)bet to April. AccoTdjDg fo the

meteorological data collected in the pilot farm area for theperiodfrom February 1988 to May

1990, average annual rainfall in thearea is about 340 mm, of which about 90 % falls during

the cool season. The fluctuation of mean temperature in a year is rather big; 24.C in

December to 40oC with occasional readings of 45oC in July.

(3) Soils

The soils in the area basically consist or clayey siltor sil一yclay･ Basaltic boulders of

various sizes are densely scattered over the area･ The soil depth ranges from 1 meter to 3

meters･ The soils have average potash content and low phosphorus content･

(4) WaterResource

The water resource available in the area is only groundwater･ AccordinglO the data

collectedthroughthedrilling work of 8 tubewells existlng inthearea, the aquifer is generally

found 90 - 100 meter belowthe ground surface and its thickness varies from 20 meters td 30

meters･ The yields of the existing wellsare 12 - 15 lit/seefor the well witha diameter of 8''.

The content of salt is about 1 alit on an average･
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2.2 Existing Facilities of the Station

Followlng major facilities and equlPment have been provided inthe pilot fan:

(1) Fan)and

(a) Pilotfarm 70Ha

(b) Research statior1 30 Ha

(c) Nurseries 2.8 Ha

(d) flay yard 0.29 Ha

(2) hgation facilities

(a) Deeptubewell (1401Ⅵ-
lワom deep)

(b) Fan Ponds

(c) Pivot machines

(d) Sprinkler set

(e) ReseⅣoir Tank

(3) Buil血ngs

(a) Office (4 rooms)

(b) Training center

(c)

(d)

(e)

(0

Lecture room, laboratory, etc

Dorm itory

Repair shop

Cattle shed

Sheepsbed

Store and others

(4) MachineJy

(a) Vehicles

(b) Bus

(c) Water Tanker

(a) Tractor

(e) PowerTiller

2･3 &esent Agricultural Activities

(1) hTigation
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3 Mos. (10,000 cu.m Ion to(aI)
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1 Set

1 No･ (200 cu.m in
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123 sq.m in total

300 sq.m

215 sq.m

450 sq.m

370 sqJn

290 sq.m

312 sq.m

3 Nos

1 No.

2 Nos

2 Nos

1 No.



Eight tubewells have been drilled so far, but only four wells (No･7through No･10)

are in operationalcondition and other four (No.I, No･3, No･1 land No･13) can not be used,

because tubewell pumps with pipes fell down and closed wells in case of No･1 and No･3

wells and yields are low in case o｢No･1 1 and No･13 wells･ The other operational problem

for imgation isthat due to high temperature of ground water of 60'C in the well･ and salt

content of 1 gnit in the water, existing irrigation system, tubewell pumps in particular, has

been damaged frequently. At present, only one pump (No･8 well) of total eight is in

operational condition and lifts water､ of 12 lit/sect For tubewell pump operation, electricity

can be obtained from 20 kV-transmission linerunnlng along Nadonal flighway No･1･

Two pipe lines; No･1 with 25'. diameter and No･2 with 20H diameter, have been

installedfromthe existing eight tubewells to the main farmponds, but No･2 main pIPewith a

length of 900 m functions for delivery of water from No･8 well tothe main farmponds

l∝ated-in the western corner of the pilot farm area･ The pumped water is stored in the second

farmpond for cooling and afterward delivered to the field through two pipeline systems: one

for the five Pivot machines which cover 90 ha in total, and another for other miscellaneous

lands of 10 hal At present, only one Pivot machine.is under operation -due
to shortage of

water supply from the tubewell (Fig-2)I

(2) Crop Cultivation Tests

ln the past, many kinds of crops such as potato, sunnower, colza, maize, millet,

sugar cane, sesame, various graminaceous and leguminous fわdder crops and various丘.uit

trees such as papaya, citrus, mango and guava were introduced and tested in this pilot farm･

At present, however, the crops and trees are mainly limited to the followlngS:

(a) Graminaceous ftxlder crops in

(b) Jojobain

(c)Leguminous fodder crops in

(d) Cimsin

(e) Market garden products such as

tomato, cabbage, caulif一ower,

eggplant, plmentO, red pepper,

gumbo, water melon, etc.

15ha

lOha

3ha

lha

1ba

The above cultivation tests have been just Started andtheir tested results are t)eing

compiled and examined at present･
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(3) Livest∝k Breeding

Livest∝k breeding has been started since 1985 inthis pilot fan and about 120 heads

ofcatt)e and 160 heads ofsbeep a陀being (ed at pteset)t･ T77eSe an3L77a)s alle fed w3Eh兄畑deT

produced in this farm, eventually supplemented with bran or complete food bought at local

markets.

(4) 托esent Organizationand Staffing

This pilot farm is being operated directly under the control of the Presidency and its

budget is included in the Presidency's budget. The Projectmanager is supported by fbur

departments; Civil Engineenng Department, Garage, Maintenance Department, Agricultural

Department and General Service Department. Under Agricultural Department,thereare three

sections; Section A, ち and C as shown in Fig. 3. The number of total stafris 52 persons

including the fields workers.
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3. THE PROJECT

3.1 Purposeand Significance of the fh'oject

Agriculture in Djiboud is severely cons打ained by shortages of bo(h land aJld water and

its sector has not been significant in the national economy･ Under such background, the

agrlCultural technics and activities lag behind as compared with other sectors･ The

Government, recognlZlng this fact, intends to corlductthe applied agriculturalresearches, pilot

farm1ng and training of the selected persons who will act as the keypersons instruction for the

agriculturaldevelopment of agnculture in the country･ Inthis program･ the main purpose and

significance of the pilot farmare described below･

(a) selection of crops and fmit trees suitable to the climadc and soil conditions in the

farm,

(b) Plant protection tests against diseases, insects, pest and weeds including varietal

residence, cultural control, pesticide and herbicide由al,

(c) Irrigation tests including the measurement of water demands and trial of

irrigation rotation for various crops and hit trees,

(d) Demonstration and pilot farming for future extension of agriculture to other

irrigableareas inthe country,

(e) Livest∝k breeding trialby feeding the ftxlder to be cultivated in the pilot farm,

(f) Laboratory tests to check annual changes of the chemical properties of water

and soils in the pilot farm,

(g) Training of the selected persons on soil chemical, irrigation technics, farming

technics, farm machinery and farm management.

3.2 Rehabj13tatjon and Upgrading Works

(1) General

ln order to facilitate the existlng PK120 Pilot Farm withfull functions required for the

agncultural researches, pilot farming and training tO the selected persons, the farm will be

rehabilitated and upgraded to a large extent, because some facilitiesare heavily damaged and

some facilitiesare not well-equipped. For the rehabilitation and upgrading of the farm, the

following WOrks are required.

(2) Construction of Tubewells
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Four existlng tubewell can be used, while six in total will be required for satisfactory

irrigation of the farm･ Therefore, two tubewells will
be drilled near existing No･1and No･3

wells. The total depth of the well will tx about 150 mand the diameter of the well will be 8--･

control houseswill be corlS机ICted forall six tubewells.

(3) Installadon of Tubewell Pumps

only one tubewell pump IS now WOrking at No･8 tubewell and other tubewells are not

equlPPed with pumps･ Six sets of pumps with control panels will be procured counting One

sp打e Set･ Allthe pumps will have a discharge capacity of 12 1iusecand will be equipped with

30-KW motors. Distribution linefrom 20 kV-transmission linerunnlng along National

Highway tothe each tubewell pump will be provided bythe Government of Djibouti･

(4) LRepairofWa(er Cooling System

A cooling system for血igation water has been installed between the main fm pond

and the second fan pond･ Since the pressure pump Installed on this system has been

removed and the system has never been used for long time, a motor-driven pressure pump

(25 KW) will be installed and the system will be cleaned before use･ A pump house will

newly be constructed.

(5) Repair of Pivot Machines

There exist five plVOt machines, of which one is being used, but other ones have

never been used･ For all the unused ones, some minor repalnng work, particularly on the

traveling wheels, will be required before use.

(6) ConstnユCtion of Drip I血gation Syste-℃

At present, the Jojoba-cultivatedfields of 10 ha are being lmgated manually by uslng

vinyl pipes ledfrom nearby water taps･ A drip lmgation system will newly be constructed

under the project. A pressure pump for the system, 7.5-kW motor-driven pump, will be

installed atthe reservoir tank.

(7) Installation of Pressure Pumps for hTigation System
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Four sets of motor-driven pressure pumps have been installed onthe second farm

pond forthe operation of the pivot machines, butthree pumps of fわur have been damaged and

only one is under operation･ All these pumps will be replaced by two sets of 37-kW motor

driven pumps fTorthe conveyance or water to the Pivot machines and the reservoir tank fわrthe

drip imgadon system.

(8) Land P陀Paration

About 40% of the farm laLlds are Of trlicro-Tlelieftopography atld covered by basaltic

boulders. Forthe efficient farming Practices in the fields,therefore, the lands will be levelled

and the boulders will be removed from the field.

(9) Pavement of Main Farm Road

A main farm road runs from the entrance of the PK-20 Pilot Farm tothe No.4

tubewell, about 3 km. This earth road will be paved with asphalt forthe a width of5 m.

(10)打ocurement ofVehicles and FarmMachinery

The following Vehicles and farm machinery will be procured for an efficient and

effective farmoperation :

(a) Vebicles 3 Nos.

(b) Hay baler 1 No.

(c) Milk dairy set 1 set

(d) Plastic sheets for shading : 2,000 sq.m

(e) Spare parts forexisting machinery : L.S.

(i) Work shop equipment and tools L.S.

(11) Pr∝urement of Audio-Visual Setand Laboratory Apparatus

Arl audio-visual set wju be procured fbT the use of打a皿ng. IT) addition, the

laboratory apparatus suitable for the water quality and soil chemicaltests will be procured and

installed inthe laboratory room attached to the b･ainlng Center building･

3･3 Reinforcement of Present Orgar]ization and Staffing
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The present organization and staffing of the PK-20 Pilot Farm seem to be weak and

need to be reinforced to cope withthe
future requu℃ment for operationand management of the

farm. For the reinforcement, a new department in charge of tralnlng Will be established

under the ProjectManager. The existing Civil Engineenng Department and Garage and

MaintenaLICe DepartLTleTltwill be coDlbit7ed血o EzlgiLleerlng Departmetlt･Whjch will be

supported by Design & Construction Section, Operation Section and Maintenance Section･ In

addition to the above modification,the existing Agriculture Department will be supported by

pilot & Demonstration Fan Section, Agricultural Research Sectionand Livestock Section as

the section in也e new organization (Fig.4).

3.4 ProjectCost Estimate

The Projectcost estimate is made mainly based on the current pnce level in Japan and

the exchange rates of US$ 1 = DF 177 = ∫.Y 150. The total prqjectcost thus estimated

amounts to US$ 2.49 million equivalent as shown in thefollowing breakdown･

Am

S$1

Work ltems

Construction of tubeweu

Installation of tubewell pumps

Repair Of water cooILr)g system

Repalr Or pivot machines

Construc山on of 血ip irrlgation system

lnstallation or pressure pumps fわr

(1)
(2)
(4)
(5)
(6)
(7)

1mgat10n System

8) Lmdpreparation

9) Pavementofmainfarmroad

10)打ocurement of vehicles and farm machinery

ll) Procurement of audio-visual set and

latx)ratory apparatus

Sub-total

(12) Engin∝ring cost

(13) Contingency

ount

ヱ9聖

130

720

50

30

520

110

50

200

160

180

2,150

220

120

2.490
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4. SCOPE OF REQUIRED ASSISTANCE

Forthe implementation of the project, it is hopedthatthe Government of Japan will

providethe Govemment of Djiboutiwiththe followlng grantaids:

(1) To丘nance the project
by allocating the required totalamount of US$ 2,490,000

toDjibouti.

(The cost of land acquisition for the implementation and the project

administratiorl COStwill
be funded by the Govemnlent Of Djibouti).

(2) To extend a technical and advisory assistance in all the丘elds of suⅣey, design

and supervision of construction work and procurement.

(3) To assign several Japanese experts for 5 years for the assistance and guidance to

the Government of pjibouti in operation and management of the fan after

implementadon.
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Fig. 3 PRESENT PROJECT ORGANIZATION
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Fig.4 PROPOSED PROJECT ORGANIZATION
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撮影日時: 1990年6月10日撮影

撮影場所: エチオピア人民民主共和国､ 1)フ卜バレー(Rif[Valley)

説明: アンコプール(Ankober)付近の山頂より撮影 i
毒
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撮影日時:

撮影場所:

説明:

1990年6月10日撮影

エチオピア人民民主共和臥 アジス･アベバ(AddisAbaba)北方

森林の伐採の為､深刻な士魂涜亡が発生しているo白く見えるのは表土が洗亡し,岩が露出しているもので
ある｡



!章二

t●

＋J.

撮影日時

撮影場所

1990年6月9日撮影

エチオピア人民民主共和国､アルシ州､アワシュ川上耽部

鋭明: アルシ･ /†レ州捨合農村地域開発計画地区の有力な永源の1つになると
考えられる｡

撮影日時: 1990年6月15 E]撮影

撮影場所: エチオピア人民民主共和国､アルシ州

説明: 既存小規模濯瀧地区
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二___上/

撮彪日時.L ]990年6月10日撮影

捜影場所: エチオピア人民民主共和国,アルシ州アセラ近郊

艶明: 生活用水井戸

撮影日時: 1990年6月20日撮影

撮影場所: ジプティ共和臥PK-20国営農場

鋭明: 揚水井戸
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撮影日時: 1990年6月1BEI撮影

撮影場所: ジプティ共和国､ PK-20国営農場

説明: ピボット･マシン

撮影日時

撮影場所

説明:

1990年6月18日撮影

ジプティ共和国､ pK-20国営農場

試験農場内塩分集積

A-52
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撮影日時: 1990年6月20日撮影

撮影場所: ジブチイ共和国､ PK-20国営農場

説明: ホホバ(油性作物)
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